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午前９時３０分開会 

○委員長（徳並伍朗君） おはようございます。只今より予算審査特別委員会を開会

いたします。それでは昨日に引き続き議案第１１号平成２１年度美祢市一般会計予

算を審査いたします。 

  最初に執行部より昨日の質問の、あるいは補足の回答がありますので発言をお願

いいたします。佐々木企画政策課長。 

○総合政策部企画政策課長（佐々木郁夫君） それでは昨日の竹岡委員のご質問にお

答え申し上げます。４月４日のことでございます。資料を配付いたしておりますの

でご覧いただきたいと思います。４月４日土曜日ですけれども、第２２回みね桜ま

つりが開催されます。その日に合わせまして美祢市合併一周年記念式典並びに秋芳

洞開洞百周年記念式典を行うこととしております。４月４日は朝８時３０分から秋

芳洞案内所におきまして秋芳洞開洞百周年記念式典を行います。１０時からは会場

を美祢市民会館に移しまして美祢市合併一周年記念式典を行います。そして１１時

２０分から観光のＰＲを兼ねましてミステリーイベントと題して開催を予定してい

るところでございます。更に１３時からは市役所の駐車場のほうで第２２回みね桜

まつりを開催となっているところでございます。この桜まつりの中で市の花の記念

植樹を行うということにしているところでございます。４月４日は市民館のほうへ

市民の皆さまのご来場を是非ともよろしくお願いを申し上げたいと思っているとこ

ろでございます。簡単ではございますが、説明は以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） ありがとうございました。それでは昨日の委員会の補足を

田辺総務部次長よりお願いいたします。 

○総務部次長（田辺 剛君） 昨日有道委員のほうから訴訟に係わる弁護士委託料の

件でご質問があった件につきまして、説明不足の点がありましたので補足させてい

ただきたいと思います。訴訟に係る弁護士委託１００万円につきましては現在５

件、裁判が継続中であります。このうち４件は配食サービスに関わる訴訟、それか

ら１件が旧秋芳町時代からの訴訟でございますが、準用河川工事に係る家屋損傷に

関する訴訟、合わせて５件の訴訟を現在抱えておりますが、この訴訟に係る弁護士

の旅費、日当、それから勝訴判決があった場合にはそれの報酬、ということで、裁

判が何回あるかもわからないということで一応１００万円という当初予算で計上さ

せておるということでございます。それからもう１件が今お手元にお配りしており

ます職員構成表。これは先日の総務企業委員会で安冨委員のほうから資料を提出し
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てほしいということで、きょうお配りしております。これの詳しい説明については

省略させていただきたいと思いますのでご覧いただきたいと思います。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） ありがとうございました。それでは、商工費を議題といた

します。執行部より説明を求めます。金子商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） それでは商工費につきましてご説明申し

上げます。予算書の２３２ページ、２３３ページをお開きいただきたいと思いま

す。７款商工費、目１の商工総務費でございます。これの２３３ページの説明欄０

０２・矯正施設活性化推進経費で２２５万円を計上いたしております。これは社会

復帰促進センターと地域との共生、地元企業の参入等の促進を図るための経費でご

ざいまして引き続きこの事業に取り組んで参りたいというふうに考えております。

この財源内訳といたしまして、活性化推進室というのを設けておりましてそちらの

相談員の雇用保険料の本人負担分、諸収入といたしまして１万円を計上いたしてお

ります。続きまして２目の商工振興費でございます。これちょっとページがまたが

っておりますが、２３４，２３５ページをお開きいただきたいと思います。説明の

００２・中小企業融資制度事業経費といたしまして３，５５３万３，０００円を計

上いたしております。こちらに５項目ございますが、これにつきましては商工業者

の資金借り入れにかかる預託金とそれに伴います保証料と利子補給の補助でござい

ます。このうち一番最後の制度融資預託金２，１９５万円でございますが、これ

は、今議会に提出をいたしております、美祢市小規模企業者融資制度に関する条例

に基づきます預託金でございます。続きまして００３・産業振興対策経費でござい

ますが、これは雇用拡大のための国の施策によります事業でございまして、緊急雇

用創出事業委託料に８０６万４，０００円、これにつきましては就業をめざす方が

一時的に繋ぎのための就業をするということで６ヶ月以内の雇用期間ということで

ございます。また、その下のふるさと雇用再生特別交付金事業委託料７５０万でご

ざいますが、これは安定的な雇用創出を目指すということで１年以上の雇用を求め

るという事業でございます。なお、こちらの財源内訳といたしましては００２の中

小企業融資制度事業経費の１番目、２番目、３番目、商工貯蓄共済融資制度、制度

融資保証料補給補助金、また制度融資利子補給補助金、こちらの３項目と、前のペ

ージに戻りますが､２３３ページ説明欄の下から３番目、市商工会運営費補助金こ

ちらにつきましては２３２ページにあります繰入金、これは地域活性化生活対策臨

時交付金にかかる基金の繰入金でございますが、この９５６万４，０００円を充当
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するものでございます。また中小企業融資制度事業経費のうちの下２つでございま

すが、商工組合中央金庫預託金並びに制度融資預託金につきましては、これまた２

３２ページの諸収入２，６９５万７，０００円、これは中小企業貸付金元利収入で

ございますが、こちらの経費を充当するものでございます。また２３５ページに戻

りますが、産業振興対策経費の緊急雇用とふるさと雇用の経費総額１，５５６万

４，０００円につきましてはこれも２３２ページにございますが、県支出金・労働

諸費補助金としまして全額県のほうからの補助で賄うということでございます。以

上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 篠田観光振興課長。 

○総合観光部観光振興課長（篠田清実君） 引き続きまして目の４観光費についてご

説明申し上げます。００２・観光費新規事業でございます。先程、企画政策部のほ

うからご説明がございましたが４月４日に行われます式典におきまして、式典終了

後開催されますイベントの委託料でございます。財源につきましては地域活性化生

活対策臨時交付金を充てるものでございます。次にその下、ふるさと雇用再生特別

交付金事業委託料５００万円でございます。これにつきましては美祢市の観光資源

を活用し魅力的な地域づくりにより観光客誘致を推進するための委託料でございま

す。続きましてその下、施設整備工事２００万８，０００円でございます。これに

つきましては美祢さくら公園の桜の記念植樹にかかる経費でございます。来年度は

句碑つきの桜の植樹が２６本、句碑なしの桜の植樹が８本となっております。一枚

めくっていただきまして２３７ページ、上から２行目、秋吉台観光まつり助成金８

００万円でございます。これにつきましては夏の観光まつりの開幕イベントといた

しまして秋吉台地域の観光振興及び地域の活性化を図るために秋吉台で花火まつり

を実施するための経費でございます。続きまして上から１１行目、下関・長門・美

祢広域観光推進事業費負担金でございます。昨年の１２月１２日に下関市・長門市

及び美祢市において広域観光振興に関する協定を結びました。そのことによりそれ

ぞれの観光施設を周遊するための共通チケット及び広域観光ガイドブックを作成す

るための負担金でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 山本観光総務課長。 

○総合観光部観光総務課長（山本 勉君） 続きまして繰出金でございますが、４，

１７８万８，０００円につきましては観光事業特別会計のリフレッシュパーク施設

整備事業にかかります償還金及び利子に対します交付税の算入額分等でございま
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す。観光事業特別会計に繰り出すものでございます。観光事業特別会計への繰り入

れにつきましては３８５ページの観光事業繰入金として歳入のほうで計上をしてお

ります。続きまして００３・観光地維持管理経費につきましては水神公園・大岩

郷・さくら公園等の維持管理経費を計上をしております。それから００５・エコ・

ミュージアム管理費につきましてはエコ・ミュージアムの管理運営経費に必要な経

費を計上しておりますが、主な経費は光熱水費の電気水道代や清掃の委託料となっ

ております。秋吉台エコ・ミュージアムにつきましては、県の指定管理者というこ

とで市がなっております。指定管理は平成１８年４月１日から平成２３年３月３１

日までの５年間となっております。これには委託金２０３万５，０００円が県のほ

うから入ってきますので歳入のほうで計上しております。これにつきましては、ま

た歳入のほうでご説明申し上げたいというふうに思います。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 金子商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） ２３８ページ、２３９ページ、５目の道

の駅管理経費でございます。この道の駅管理経費は道の駅おふく並びにみとうの維

持管理に伴います経費で、総額９１６万４，０００円でございます。この財源内訳

といたしまして使用料及び手数料、これは道の駅みとうの使用料でございますが、

４１３万円。諸収入、これも道の駅みとうに伴います商工雑入でございますが４２

５万５，０００円を充当するものでございます。続きまして２４０ページ、２４１

ページをお開きいただきたいと思います。目の７企業誘致対策費でございます。こ

れは報償金といたしまして２４０万円を計上いたしております。これは美祢市企業

立地奨励条例に基づく雇用奨励金でございまして、２社１２人分１人につき２０万

円でございますが、合計して２４０万円を計上いたしたものでございます。これに

つきましての財源内訳は地域活性化生活対策臨時交付金にかかります基金繰入金２

１２万４，０００円を充当するものでございます。続きまして、目の８十文字工業

団地給水施設費でございます。これは十文字工業団地へ立地をしております企業へ

の水の供給と施設の管理費でございまして合計５０５万６，０００円ということで

ございます。この財源内訳といたしましてはその給水使用料、５０５万６，０００

円全額を充当するものでございます。以上で商工費のご説明を終わります。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりました。それでは、質疑を行います。質疑は

ございませんか。山本委員。 

○委員（山本昌二君） 今ページが２３５ページの緊急雇用創出事業委託料、８０６
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万４，０００円。この件でちょっとお尋ねします。６ヶ月以内と言われましたが、

その辺のことをちょっとお尋ねします。と申し上げますのが今、御坊から下郷小学

校のほうに入ったところで緊急雇用対策という看板を建てられて、道路際の草刈

り、あるいは清掃作業をしておられたグループがありました。ゆっくりして見ると

やはり３０歳前後の若い方が一生懸命作業しておられました。その姿を見たときに

非常に大変だなというように思ったわけでございますが、そうしてメモしておった

矢先にこの２３５ページでこの説明がございました。６ヶ月以内ということは、ち

ょっとお尋ねしますが、例えば、会社を辞めて次の地元の会社に入ったということ

でその時期の基準になる日ですね、それがどこでどういうふうに算定されてこうし

た委託料が払っておられるかちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） 金子商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） 山本委員のご質問でございますが、この

度の緊急雇用創出事業につきましては昨年度末から経済不況に陥りまして派遣労働

者の雇用解雇、また正規職員の解雇等に伴います国の施策でございます。従いまし

て基本的には離職証明等持っておられる方について対象になるということでござい

ますが、現に職を持っておられない方につきましても拡大解釈といいますか、そう

いうことで対象になるというふうに聞いております。従いまして現在職に就いてお

られない方が新たに正規な職を求められる間の繋ぎといいますか、それまでの経済

を支えるための雇用ということでこの緊急雇用創出事業がおこなわれるということ

でございます。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） ２３３ページのふるさとまつり委託料とありますが、これは

何件なのでしょうか。それと２３９ページの道の駅の管理経費なのですが、これは

於福と美東ということですけど、昨年美東は地域活性化のために地元の方が、第１

回で、名前は仮称でしたが、夏の祭典リバーサイドなんとかで、夏の祭典で美東の

方たちが地域の活性化のためにイベントをやられたのです。若い人たちのライブと

か舞踊とか健康体操もありましたが、がんばっていきたいと。それでステージの設

備とかいろいろやられたのですが、なかなかこういうのも支援していただかないと

ボランティアばかりではやっていけないと、ずっと活性化のために続けていきたい

ということで予算をとっていただきたいというのを聞いておりましたので、この中

にはそれは入ってないとは思いますが、予算を増やしていただきと思います。この
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２件についてお尋ねをいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 金子商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） 三好委員のご質問でございます。一件目

の２３３ページのふるさとまつり委託料２１６万円でございますが、これは何件か

ということでございます。これにつきましては８月の第一土曜日に旧美祢市伊佐町

にありますスポーツセンター、伊佐公園グラウンドで開催いたしておりますアンモ

ナイトフェスティバルこれに伴います委託料でございまして１件分でございます。

また２３９ページ、道の駅管理経費ということで道の駅みとうにおきましてそうい

ったイベントが開催されてそれに対する予算措置をということでございます。これ

につきましては、この経費の中にその予算は組んでおりません。今後そういったこ

とで地域興し、地域活性化ということでご要望がございましたらご相談には応じた

いというふうに考えております。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） 相談に参りますので是非お願いいたします。それからふるさ

とまつりの委託料なんですけど、これはアンモナイトだけだということなんですけ

ど、美東町では真長田では夏祭りをやっております。大田でもやっておりますし、

赤郷では３件ぐらいやっておりますので、是非、補助をしていただきたいと思いま

す。赤郷も桜まつりとかやっておりますのでやはり地域の活性化のためにはこうい

ったイベントが活性化にもなりますし、観光客を呼ぶことになりますし、夏では帰

省してこられるかたの唯一の楽しみだと思いますので是非補助をお願いいたしたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 林副市長 

○副市長（林 繁美君） ただいまの三好委員のご質問ですが、各地域において催さ

れるイベント、祭り等について行政からの補助金をということでございます。当然

旧美祢市においても各地域でありますし、今も継続しております。なかには地元の

宗教的なことに絡んでの祭り等もあります。しかしながら行政がどこまで手をさし

のべるかというところに問題があろうかと思います。全市的なもの等、またほかに

観光客誘致等の大きな目的がある場合においてはそういった行政からの補助金なん

かもお出しすることは可能ではないかと思いますが、そういった地域興しに関わる

イベント、祭り等については、今のお話の中では問題があるのではというような気

がいたします。 
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○委員長（徳並伍朗君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） ２点ほどお伺いをいたします。２３９ページの産業技術セン

ター費というのがあります。どこにあってどういうふうなことをされておるのか。

これが１点。その次がその次のページで十文字工業団地の給水施設費なんですが、

現在費用対効果ということなんですが、何社で何人ぐらいの雇用があって、わかれ

ばこれに関わる税収とかを教えていただきたい。優遇措置があるよとかっていうふ

うなことも含めてお伺いいたします。 

○委員長（徳並伍朗君） 金子商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） 安冨委員のご質問でございます。第１点

目の産業技術センターでございますがこれは大嶺町奥分、行政区でいいますと麦

川、旧大嶺駅の北側になりますが、そちらのほうにある施設でございます。地元の

皆さんに使っていただくということで総二階建てのセンターということでございま

す。地元の集会、並びにいろいろな詩吟の教室等に使っていただいておるものでご

ざいます。続きまして２４０ページ、２４１ページになりますが、十文字工業団地

につきましてですが、昨年１社創業がございまして全部で８社になったと記憶いた

しております。従業員につきましては今手元に資料がございませんのでお答えが不

可能でございますが、また税収につきましても今資料がございませんので後ほど従

業員、税収につきましては調査してお答えをさせていただければと思います。以上

です。 

○委員長（徳並伍朗君） その他ございませんか。有道委員。 

○委員（有道典広君） 商工振興費のことですが、２３３ページですね。空き店舗対

策補助金５０万円て出てますけど、これ事業対象というかどういったとこに補助金

が出るかをまず最初にお答え願いたいと思います。 

○委員長（徳並伍朗君） 金子商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） 有道委員のご質問でございます。この空

き店舗対策事業につきましては美祢駅前の市道吉則榎田線の両脇といいますか、そ

ういうところに空き店舗がございます。旧駅前の商店でございますが、そちらのほ

うの空き店舗を利用して新規に店舗を開設していただくということに対しまして、

その改修費に対する補助金ということで１件につき５０万円を限度として補助をす

るというものでございます。以上です。 

○委員長（徳並伍朗君） 有道委員。 
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○委員（有道典広君） よくわかりました。各市でもいろんな空き店舗対策で大変苦

労されておると思います。美祢市も当然ながら吉則周辺だけでなくいろんな空き店

舗が増えております。街並みの活性化と市の活性化にやはりこういうことも大切だ

と思いますが、いかんせん５０万円ぐらいではちょっと少ないんじゃないかなと思

いまして質問させていただきました。そういうことも大事でしょうけど抜本的な対

策でもう少し大きな、かたや金を削れという質問もしておりますけど、こういうの

も大事な焦点ではなかろうかと思っておりまので、５０万というのがちょっと少な

すぎるんではないかと思っております。抜本的な対策をよく検討されて頑張ってい

ただきたいと思います。ありがとうござました。 

○委員長（徳並伍朗君） その他ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（徳並伍朗君） ないようでございますので質疑を終わります。次に土木費

を議題といたします。執行部より説明を求めます。伊藤建設経済部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） これより土木費でございます。２４２ページ、２４

３ページをお願い申し上げます。８款土木費でございます。１項土木管理費、目１

の土木総務費でございます。右の説明欄の００２・土木総務経費の中の下から６行

目の住宅・建築物耐震改修等事業でございます。これについては２つの補助金がご

ざいまして１つに木造住宅耐震診断事務補助金１４万で一般住宅の耐震診断や耐震

改修の経費に補助するため国や県の制度を受け、旧美祢の時代から、平成１９年９

月より補助実施しております。現在美祢市全域を対象としております。内容としま

しては、耐震診断１戸分が実態として４万２，０００円程度かかるということで、

その金額の３分の２の２万８，０００円を上限としまして国が２分の１、県・市が

その半分ということになります。それと対象建築物は市内にある１戸建ての木造住

宅、新耐震基準というのが昭和５６年５月にできましたが、その基準前に着手され

た建物ということです。これまでの実績をいいますと、今年度に診断件数１件ござ

いました。今回は耐震診断５戸分で１４万円を計上しております。もう１つとしま

して民間建築物耐震診断事業補助金として１００万円。民間建築物の耐震経費に補

助するためのものです。耐震診断１棟分が１５０万円程度ということでその対象と

してその３分の２の１００万円を上限としまして同じく国２分の１、県・市がその

残りの半分ずつということで今回は耐震診断１戸分１００万円を計上しておりま

す。また民間建築物の条件としましては、一般的には不特定多数が利用する建築物
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である一定規模である特定建築物が対象です。現在事前の調査では該当する建物は

美祢市内には２，３棟あるというふうに把握しております。これの財源につきまし

ては特定財源としまして国庫支出金が５７万。県支出金が７２万円です。次のペー

ジをお願いします。目２の地籍調査費でございます。右の説明欄の００２・地籍調

査事業、９，８４６万５，０００円でございます。美祢・美東地区６箇所、美祢が

持田・岩ヶ河内・堤、美東が赤・綾木・長田の３地区でございますが、その３地区

で約４．８平方キロメートル。００２の下のほうになりますが、その中の測量委託

料、８，０１２万７，０００円とその一段下の地籍原図作成等の業務委託２２１万

７，０００円の合計に事務費等のための一定経費率を掛けたものの合計９，３６１

万８，０００円、それが補助対象事業でございます。それに対して特定財源７５％

でございますが、県支出金としまして７，０２０万９，０００で計上しておりま

す。その他に単独で実質業務運営のための機器保守委託料、電算機器借上料等々経

費を４８４万７，０００円の合計が全体の地籍調査事業となっております。参考ま

でに現在の地籍調査の２０年３月末の進捗率は去年が３６．４７％で今回２０年度

過ぎますと３８．０１％ということになります。次のページをお願いいたします。

２項の土木橋梁費、目１の道路維持費でございます。４，０２８万９，０００円。

主な内訳としまして右の節の業務委託料、２，２２５万。市道の立木伐採、除草散

布等、道路補修、除雪作業、応急作業等がございます。その下の道路整備工事１，

０００万円でございますが、道路維持に関わるものでございまして工事５件、舗

装・補修２件、側溝整備等１件、その他拡幅等２件を予定としております。その下

の目２、道路新設改良費。節の一番下の００２・地域活力基盤創造交付金事業、次

のページにわたりますが、今の事業名は新規事業名でございますが、旧称は地方道

路整備臨時交付金事業と言いました。道路特定財源が一般財源化に伴いまして道路

を中心に関連する他のインフラ整備や関連するソフト事業を含め地域の実情に応じ

て使用できるというもので創設されたものでございます。旧事業名を継承するもの

となっております。そのうち８，４８７万４，０００円。事業としましては美祢地

区の沖田１号線改良と秋芳地区の秋吉地区の秋吉小学校線の２件がございます。最

初に沖田１号線でございますが、場所は美祢土木事務所の東側を南北に走った道で

ございますが、平成１７年度より継続事業でやっておる事業でございます。それに

かかわる用地関係、工事費、事務費等の事業費で７００万。うち４００万は交付金

事業内で、うち３００万は路線の橋梁、右岸側の補完的な改良工事等でございま
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す。これには当初、県の河川工事との負担割合がございまして取り組めた県負担金

事業もございます。よって特定財源にも県支出金２９０万を計上しております。も

う一つに秋吉小学校線改良でございますが、平成２０年、今年度に測量設計済ませ

まして２１年度から新規事業で２３年までの４カ年事業、場所は秋吉小学校の南側

を走った道路でございますが、道路延長７３０ｍ、計画幅員９．５ｍ、２車線の片

歩道でございますが、本年度はそのうち延長１８０ｍ、工事費６，５００万、用地

補償費８７０万、交差点等の詳細設計３００万、それに合わせた事務費が対象とな

っております。沖田１号線と合わせた特定財源で、前に戻りますが、国庫支出金と

して４，６２０万を計上しております。それと先程説明しましたが県支出金としま

して単独河川環境整備事業として２９０万の県支出金がございます。それに合わせ

ましてその他のところで７５万ございますが、これは新設改良関係の急傾斜の美東

景平地区をする関係の地元負担金でございます。財源の説明が先になってしまいま

したが、２４９ページの説明欄の００３・道路新設改良事業、１億４，３９７万

３，０００円でございます。これにつきましては測量設計委託料５００万、それと

道路整備工事、道路改良にかかるものでございまして、工事１６件、９，２５０

万。改良９件、舗装７件、道路拡幅等は１件重なっておりますが予定しておりま

す。それと補償金は８件で９９０万でございます。登記委託料等の経費を含め合計

で１億１，３９７万３，０００円がございます。それと土地購入費の下にあります

県事業負担金でございます。３，０００万円。県の２１年度の事業、急傾斜地崩壊

対策・自然災害防止・単独道路改良等の負担見込額を計上しているものでございま

す。次の２５０ページをお願い申し上げます。３項都市計画費、目２の街路事業費

でございます。これにつきましては右側の節の００２・まちづくり交付金事業、

７，７６３万６，０００円。美祢市の中心市街地地区・大嶺吉則下村地区区域にな

りますが、１７年から２１年、来年までですが継続事業でございます。２１年度は

この区域の中の道路整備工事として７，５４２万９，０００円、道路整備工事で予

定しております。その内容としましては、区域内の緑地整備・多目的広場の整備・

情報盤関係・広幅歩道の関係の舗装関係・遊歩道のカラーペイント関係、単独にな

りますがその他支障物撤去等ございます。事務費を含めた全体事業費で７，６２９

万。特定財源で国庫支出金としまして左のページになりますが、２，０８０万。全

体補助率は、まちづくり交付金事業は４０％ですが５カ年の最終年に調整するため

この金額になっております。節の２の調査研究委託料がございますが、１６０万
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７，０００円この事業は特に事後評価を重視した制度でございまして、事前に定め

た数値目標の達成状況等の確認と成果を踏まえた今後のまちづくり（テープ中断）

次のページお願いします。目５の都市排水路整備費４，３８８万３，０００円で

す。右の節になりますが、施設整備工事としまして４，１６０万１，０００円。及

び補償金としまして１２０万。これは吉則地区都市排水路整備といいましてこの区

域、大嶺西排水区といいますが、１８年度に基礎調査をしまして１９年度より工事

をしております。２２年度完了予定でございますが、２１年度はこの区域の山下ポ

ンプ場周辺の既存水路の嵩上げ及び自動転倒ゲート２基の工事と電柱移転等がござ

います。その他に下嶺地区都市排水路整備、１７６万４，０００円。大嶺町の下嶺

地区でございますが、既存水路の改修工事でございます。目７については財政のほ

うから。 

○委員長（徳並伍朗君） 羽根財政課長。 

○総務部財政長（羽根秀実君） 続きまして目７の公共下水道事業の繰出金でござい

ます。６億５５２万７，０００円を公共下水道事業会計への繰出金として計上いた

しております。 

○委員長（徳並伍朗君） 伊藤建設経済部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 続きまして２５４ページ、２５５ページをお願いい

たします。５項の住宅費でございます。目１の住宅管理費、特定財源として３２０

万がありますが、これについては右側の説明の００１・住宅管理経費、住宅現在４

２団地８９４戸ございますが、それの維持管理全般に関わるものでございまして、

特定財源としまして、秋吉の八重団地の家賃低廉化事業の補助金を充当しておりま

す。それとその他の使用料及び手数料につきまして２，６６９万５，０００円。こ

れは住宅使用料の一部を充当しています。諸収入の５３６万につきましては美東の

温湯賃貸住宅の使用料も合わせて充当しております。次のページの２５６ページお

願いします。目２の住宅建設費でございます。これにつきましては、右側のページ

の００２・地域住宅交付金事業、住宅に関する大半のことがこの交付金事業で対応

できるようになっております。その中の内容としまして継続費の関係で、３２４ペ

ージを開けていただきます。平成２０年度当初に継続費として設定、承認されたも

のでございますが、下嶺北団地住宅立替事業できまして２０年度が年割額で８，６

８１万３，０００円。２１年度が３億４，４６４万２，０００円。合わせまして４

億３，１４５万５，０００円を承認していただいておるところでございますが、こ
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の住宅につきましては現在の状況をご説明申し上げます。現在、設計業務委託、地

質調査も済ませまして造成工事が現在終わっておる状況でございます。下嶺北団地

Ｂ棟ということで共同住宅２４戸ございます。２ＬＤＫを１２戸、３ＬＤＫを１２

戸合わせて２４戸でございますが、鉄筋コンクリート造、４階建でございます。屋

根等につきましては瓦屋根葺きで勾配屋根になっております。エレベーターも１基

ございます。この工事を２０年度２１年度でやるわけですが、工期としましては来

年の３月１６日を契約工期としております。３月の１月期間くらいで転居予定でご

ざいます。今現在、発注状況につきますと、電気機械についてはすでに入札しまし

て建築についてはこの３月１３日に入札予定となっております。２５６ページのほ

うにお戻りください。２５７ページの００２の下のほうになりますが、施設整備工

事４０７万４，０００円でございますが、これは公営住宅の寝室に報知器を設置す

るということで消防法のほうで義務付けられまして２３年の６月１日までというこ

とでございます。美祢地区につきましては２２年までを予定しておりますが、２１

年度につきましては森時団地１０１戸を予定しております。美東地区につきまして

は１９年度に済んでおりまして、秋芳地区は１８年度に済んでおります。その下の

木造住宅耐震改修事業でございますが、先程、総務経費の中で耐震診断の説明をし

ましたが、その結果、改修が必要になった場合の補助でございます。実態としまし

て４５万円程度がいるということでその３分の２の３０万円を上限としておりま

す。国が５５％、残りを県と市で出すようになります。その改修工事として２戸分

を計上しております。下から３段目の家賃減額等補助７６５万９，０００円でござ

います。これにつきましては、対象であります建物は高齢者向け優良賃貸住宅でご

ざいます。６０歳以上の単身者や夫婦世帯を対象にしたバリアフリー住宅でかつ緊

急時にも対応サービスなど必要条件を兼ね備えた賃貸住宅でございます。その住宅

の入居者負担が公営住宅並に低廉となり入居者負担を軽減しようとするものでござ

います。現在、美祢地区に平成１８年に開始になりましたひまわり園８戸、１９年

度にめぐみの園、グレースフルで３０戸ございます。建設後１０年間補助を行うも

のでございます。２１年度は予算においてすべて入居した場合の予算としまして７

６５万９，０００円計上しています。財源内訳としまして事業費に対しまして国が

２分の１、県・市がその半分ずつでございますが、現状、空き家状況がございます

ので歳入については４０％の入居率に合わせております。すべてを合わせまして地

域住宅交付金事業全体で特定財源は国庫支出金１億１，６４０万円でございます。
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それに合わせました県支出金が１４８万３，０００円でございます。土木費につい

ては以上でございます。 

○委員長（徳並伍朗君） 説明が終わりましたが、１０時４０分まで暫時休憩をいた

します。 

午前１０時２８分休憩 

 

午前１０時４０分再開 

○副委員長（山中佳子君） それでは休憩前に続き会議を開きます。委員長所用のた

め副委員長の私が進行させていただきます。どうぞよろしくお願いします。それで

は引き続き質疑を行いたいと思います。質疑はございませんか。西岡委員。 

○委員（西岡 晃君） それでは何点かお伺いいたしますが、先程の説明では市営住

宅４２団地あるということで説明ございましたが、４２団地のうち耐震性、今耐震

基準が変わりましたけれども、耐震基準前の住宅がどのくらいあるかということ

と、その団地に対しての今後の建て替えなり、また補修等の計画をどのように立て

られているかということをお聞きしたいと思います。 

○副委員長（山中佳子君） 伊藤建設部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 西岡委員の質問でございますが、公営住宅のうち４

２団地８９４戸と言いました。耐震性につきましては、新耐震基準、先程、言いま

した５６年から基準がありましてそれ以前はすべて耐震基準では、新耐震基準の中

では調べなきゃならないということになります。数年前ですが、公営住宅につきま

しては年度ごとに調査をかけまして耐震性については簡略の診断方法ですが、すべ

てあるということで認識しております。以前の建物ではございますが、建物の基本

的な壁量等、地盤等、あと筋替えとかが検討なるわけですが、その辺を診断した結

果、耐震性はすべてあると。しかしながら古いために耐力的なもの、地震によるも

のではなく耐力的なものは老朽建物が多いというふうには認識しております。それ

と今後の建て替えについてでございますが、今回２０，２１年度で下領北の建て替

えはその過去の計画に則りしたものでございますが、３年間中断した状況でござい

ます。今回総合計画の中で人口定住等でその辺の人口等から公営住宅のあり方、建

設なりが出た場合にそれを総合計画をもちまして住宅関係のマスタープランといい

ますか、計画を見直す予定でございます。もちろん古い建物につきましては当然建

て替えしなければならない状況でございますが、財源等の都合によりまして下領北
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をこの度やりまして当面保留ということで今計画しております。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） その他に質疑はありませんでしょうか。柴崎委員。 

○委員（柴崎修一郎君） ２５１ページの道路整備工事、吉則下村間ですね。これ遺

跡が出たりしてだいぶ工事が遅れてるかと思うんですけど、７，５４２万９，００

０円で２１年度どこまで工事がいくのかという点と、もう一点、２５７ページの施

設整備工事ですか４０７万４，０００円、火災報知器、森時で予定されてるという

ことですけど、あとほかには公営住宅で火災報知器取り付けていないとこがどのく

らいあるものか、その点二点ほどお伺いいたします。 

○副委員長（山中佳子君） 伊藤建設部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 柴崎委員のご質問にお答えします。まちづくり交付

金事業、渋倉伊佐都市計画道路の中に県に代行していただいておる事業でございま

す。１７年から実施しまして途中埋蔵物が出まして１年間延びまして、今、計画で

は２２年に完成予定となっております。現在、補正でもご説明しましたし、用地に

ついて１件ほどまだ買収ができてない状況でございます。その辺をいち早く今解決

するよう交渉ごと努めております。その辺が一番気になるところでございますが、

できれば何かお知恵も拝借したいというお願いにもなりますが、そういうこともご

ざいます。一応その用地が片付けば２２年度には渋倉伊佐線は国道３１６から１キ

ロあまり西側の幸嶺園の下村分線といいますか、そこまでにタッチして供用開始に

なるという運びになっております。もう一点、火報の関係でございますが、美祢地

区だけがあと２２年までかかります。２１年度に１０１戸やりまして、あと残り新

しい住宅からしておりまして１７２戸残っております。それで住宅については全部

火報については終わるという予定にしております。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） ４点ほどお伺いします。最初は２４３ページの説明がありま

した住宅建築物耐震改修等事業なんですが、一般の木造住宅が対象ということであ

ったと思いますが、私、秋芳のときにはこういう事業なかったような気がしておる

んですが、美東さんはわかりませんが、もしそうであるなら美東、秋芳を対象にど

のように考えておられるのかお伺いをいたします。そして、その次の地籍の件なん

ですが、次のページですね、これは質疑というよりは私の思いを述べさせていただ

きたいんですが、一応、大きな補助をいただきながら労力をお金をかけて長年かか

ってやるわけです。秋芳では一応終わってますよね。これで大きな課題が一つ残る
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んです。全体としては３６％ぐらいでしたか、美東にしても美祢にしても今からが

本番ということになるんでしょうが、性格上境を決めるわけですから官民境にしろ

民地同士にしてもですねかなりの筆界未定がでるんですよね。先程も言いますよう

に多額の費用と労力をかけてやったわりには後で課題が大きく残る。特に官民境あ

たりについては方領といっておるんですが、刈りはげ部分といいますか、田んぼ作

るのに日照権の問題とかで山を刈り込んで、権利は山のほうにあるんですが、耕作

地のほうにも耕作権の関係でそういうのがある。耕作を止めたりしたら植林をして

しまって、自分のものだというふうな勘違いでしょうけど、植林をしてしまって後

で境が非常に難しくなる。民地同士もそうなんですが筆界未定で残した場合は、特

に山なんかはそうなんですが、今、現状からすると売買はとても成立しないぐらい

な単価だろうと思うんですが、仮にこれを筆界未定で残して測量かけたら山代より

はとっても多くのお金がかかるはずなんです。でもやはりいったん感情的になって

話を始めるとなかなかそういうこと抜きで筆界未定がよけ残るという状況に実はな

ります。ですから民地同士はお互いのことですからさておいて、特に官民境の境界

については職員のかた今からご苦労が多いとは思うんですが、極力先に、課題を残

さない、解決、その時その時に難しい問題があっても解決をしておくということを

是非心がけてやっていただきたいというふうに思います。これはお願いです。それ

から２５３ページに県工事の負担金というのが出てきます。３，０００万円なんで

すが、これの性格を教えていただきたい。どうふうなものに基づいて、例えば条例

とか、県の条例があるのかとかわかれば教えていただきたいというふうに思いま

す。それからもう１点は、先程柴崎委員が火災報知器のこと言われました。どうい

う火災報知器を付けておられるのかお伺いします。つまり電源が電池なのか電力な

のかということです。４点ほどお伺いをいたします。 

○副委員長（山中佳子君） 伊藤建設部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 安冨委員のご質問にお答えします。耐震診断の件で

ございますが、これにつきましては、先程説明でちょっと言いましたが、平成１９

年９月より旧美祢市では実施したと。当然合併しますと全域を対象にしておりま

す。その周知等につきましては市報等でそんなに頻繁には出しておりません。出し

ておりませんが周知しております。その辺でご利用されたらと思うわけですが、実

態としまして先程も言いましたが１件あるという程度です。山口県下にだいたい地

震に対するそういう危惧するところが若干少ないような状況にもございます。それ
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と木造住宅等につきましては、先程、公営住宅のほうでも説明しましたけど、筋替

え等が地震に対しての耐える大きさになるわけですが、その辺が診断すると結構大

丈夫という状況もあるという認識もあるように思います。今後また美東、秋芳地区

においても周知したいと思っております。次に地籍調査について官民境については

特に早めにやれということで、当然その後のことを考えますと言われるとおりでご

ざいますのでやりたいと思います。それと今、進捗の関係で建設観光委員会のとき

にもご質問がありまして進捗、今後多額の金がかかるということで、国のほうにお

いても２２年度を初年としまして次期国土調査事業１０カ年計画ということで現状

の進捗を鑑みたときに山村部の地域調査における測量の簡素化とか現地立会の簡素

化とかいうことでその案が出ましてより一層の進捗を図れるようになると思いま

す。実際地区では推進委員の方に委任をされて進捗を図めたりする方向もございま

すので今後も計画がでる前にも協議をしながら進捗を高めたいと思っております。

それと県事業の負担金３，０００万円についてでございますが当然美祢地域の先程

言いました事業等に県がやった事業に負担金として発生するということで、その条

項等ちょっと認識不足であれなんですが、県事業に対して負担が発生するというこ

とで認識しておりますがちょっとその辺調べさせていただきたいと思います。それ

と火報についてでございますが、あと美祢地区が残っておるわけですが美東・秋芳

地区については電池式で対応しておると、美祢地区は電源を引っ張ってやっており

ます。経費的には当然電池式のが安くなります。しかし、当然電池の耐用年数がご

ざいますのでその辺３地区違うということであれなわけですが、そういう状況でご

ざいます。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 安冨委員。 

○委員（安冨法明君） 一番最初の木造住宅の耐震診断なんですが、広報等で山口県

は確かに、私、いろいろ帰ってくるまでに全国的にわりと歩いたんですが、仕事の

関係で、地震がほんと少ないですね。だけどもないっていうわけでもないでしょう

からやるわけですから、やはり安心感はあると思うんですが、やはり木造住宅の老

朽化ということでいったん地震があったりした場合には特に高齢化が進む今日です

から意義はあると思いますんで広報等での周知とか是非やっていただいたらどうか

なと思います。それから地籍調査の件はおきまして、県工事の負担金なんですけ

ど、これ単県の事業を中心に県が要するに地元の市町村に負担金を出せっていうん

ですね。私、条例であるかどうかわからないんです。県が条例か何かで定めている
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かっていうのわからないですが、以前から思うんですけどやはり税を原資に運用さ

れてる自治体がその事業に対して受益者負担のようなものを、今の場合は県が市に

対してということですよね。こういうふうな負担金を取るっていうのは私違うんじ

ゃないか、筋が違うんじゃないかなという思いがあるんです。市とすれば仕事はや

ってもらわんにゃあいけないし、お願いをする立場だから多少のことはしょうがな

いかという思いじゃないかと思うんですけれども、ほんとはそうじゃないんだろう

と思うんですね。従来から県としてはそういう慣例でなかなか全部の要望に応えら

れないし、地元もそれなりの応分の負担をというような形で始まったんじゃないか

なという気がするんです。国も直轄事業、今頃地元負担を求めるのが良いとか悪い

とかという話もありますよね。そういうこと等々考えるとやはりそろそろこういう

ふうなのも県も大変財政状況あんまりよろしゅうないみたいではあるんですが、考

えていくべき、市は市としてですね。美祢だけ言えば、かた悪いし、取り上げても

らえないかも知れませんけども、私はそういう時期にあるんじゃないかなというふ

うな気がしております。なかなか部長としては答えにくいんじゃろうと思うんです

が、どういうふうな条例等に基づいて決めておられるのかどうかというのは調べて

いただきながらそういうことをお考えになられたらどうじゃろうかと。議会も議長

会等で言ったほうがええのかも知れませんけども、執行部は執行部としてお願いを

したいというふうに思います。あと火災報知器の件なんですが、結局電力と電池が

あって、電池でやった場合なんですが、１年か２年すると替えないといけないです

よね、その場合に個人の住宅の場合はそれとして、公営住宅の場合やはり設置者の

責任といいますか発生します。当然そういうふうな時、人災に及ぶようなところも

出てくるかも知れませんけど、その時の管理責任ていうものが出てくると思うんで

すよね。だからその辺のことをきちんと管理をしていただきたい。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） その他に質疑はございませんか。大中委員。 

○委員（大中 宏君） ２点ほど質問させていただきます。第１点は地籍調査の件で

すけど、現在２１年の３月末現在では美祢が１９．２６％、美東が１３．６％とい

うことでこの調子でいきますとだいたいざっと計算したんでよくわかりませんけ

ど、美東が１００％いくにはこれから４０年かかるんじゃないかという気がしま

す。美祢でも３０年ぐらいかかるんじゃないかと。これは予算が年々たくさんつき

だしたのでそうじゃないかとも思いますけど、実際にこの地籍調査をやってみて大

変なのは高齢者の方しか現地がわからないということが非常に多いわけですね。高
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齢者の方も歳を取ると段々現地行かれない、若い人は全然現地行ったこともないと

いうことで大変困っておられるわけです。いくら世話人というのを設けてもわけの

わからん山に行ったりすると。特に奥が深いところはなおさらのこと。それから不

在地主と言ったら言い方が悪いかもわかりませんけど、市外に出て全然おられない

という方もありますし、第三者に渡っているというところもあります。それから実

際に測量していくと山林の中に耕地というのがあります。その耕地があるとこれが

耕地だけは必ずきちんと測量しなきゃならないという原則がありますんで、これに

大変苦慮されているんです。できるだけ１年でも早くこれを１００％に持っていか

ないと大変なことになるんじゃないかという気がします。今年度の予算が計上され

てますけど、私はこれは１００％やっていくための予算だろうと思うんです。それ

をいわゆる第一次的な、これ何段階に分けて、第一段階としては地元の関係にいろ

いろ行政のほうから指導はありますけど、実際にそれの行動、主なところに境界杭

を打つということに非常に抵抗を感じているんですが、いくらしなきゃならないと

いうのわかっててもなかなかできないと。行政のほうからいついつどこそこ行って

どういうふうにするからということである程度指導的な立場でやられれば、いやお

うがにも境界杭、途中はどうでもいいですから、基本になる境界杭だけは、黄杭だ

けはきちんと打つような指導体制をやっていくと。例えば１００万なら１００万の

予算の中で、今までは１丁やっておったのをそういうふうな形でやれば私は１０丁

も２０丁もできるんじゃないかと思います。そういうふうな仕組みの中身を変えて

やっていかなきゃですね、これは１０年も経ったら境のわからないところばっかり

になるんじゃないかと思います。この点を特にこれから気をつけていかんにゃあな

らん。早急にこの点については対応していただきたい。それから火災報知器、これ

はここの項目で申し上げることかどうかよくわかりませんけど、義務付けられてお

りますので一般住宅にも火災報知器、土木関係のこの項目で対応するような形にな

るんかどうか、これ強制じゃない個人の段階になりますけど、例えば相当な数にな

ります。何千という数になります。そういう場合に一括購入とかそういう形のもの

を設ければ若干安くなるというようなことも言えるんじゃないかと思いますのでこ

こでそういうような対応が取れるかどうかその２点についてお尋ねします。 

○副委員長（山中佳子君） 伊藤建設部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 大中委員のご質問にお答えします。地籍調査につき

ましては、具体論言えば大変難しい状況になっております。先程次期国土調査事業
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１０カ年計画の中で若干のさわりを言いましたが、実際デジタル方位距離計やＧＰ

Ｓを使った測量も考えるとか結構斬新な、抜本的な計画が出されるというのを期待

している状況でございます。その辺を待ちまして進捗をいち早く高めたいというこ

とで今現在思っております。境界杭を当事者同士で打つのは打ちにくいから全部市

が立会とかいうことも全部進捗に関わることですが、その辺のことも含めましてあ

る程度具体的な調査手法が出るということでそれを期待している状況でございま

す。地籍調査については以上にさせていただきたいと思います。それと火報の分で

すが、先程、ご説明したものについては市が保有している公営住宅だけでございま

す。それ以外の一般の個人住宅につきましては私のほうでは今の事業はございませ

ん。消防のほうで、一応そういうことで。 

○副委員長（山中佳子君） 大中委員。 

○委員（大中 宏君） 測量のほうは別として、ＧＰＳ等大変高度化されてますけど

それに行くまでです。とにかくいわゆる指導していただけないか。強制的でないと

一番困るのは地元ですから、やっていただきたいというお願いは再三されてますけ

ど、実際にはなかなか行動には移せないと。ですから市の職員のかたに「あんたの

とこにはいついつ行きますよ」と、いわゆる基本になるところの木杭だけは打って

くださいよというふうなある程度、言い方は悪いかもわかりませんけど、行政のほ

うから強制的なそういう指導というかそういう体制を強力に進めていっていただき

たいというふうに思います。これはお願いですからいいです。ありがとうございま

した｡ 

○副委員長（山中佳子君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木隆義君） 所管委員長が質問したらちょっとご無礼かと思いますがお

許しください。一点だけ簡単でございます。２４３ページの道路台帳作成委託料２

５０万円。ここを押さえておけばどういうふうに新設改良やったかちゅうのはわか

ってくるということで、お尋ねです。これたぶん平成２０年度に新設改良やった箇

所を道路台帳修正うんぬんをされるだろうというふうに思います。金額的に２５０

万円というのはちょっと市とすれば少なすぎるんかなと。委託料ですから結構で

す。それでどこどこをやったかというのが知りたいということで、一市二町別に新

設改良の箇所数、路線名いりません、箇所数が後日で結構ですから公表していただ

けるかどうかをお尋ねします。 

○副委員長（山中佳子君） 伊藤建設部長。 
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○建設経済部長（伊藤康文君） ご質問にお答えします。今年度の新設改良の実施箇

所については言われるとおり後日になりますが地図を持ってわかるように資料を提

出して説明します。 

○副委員長（山中佳子君） その他に。岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） できるだけ簡潔に、明瞭におこなってまいりたいと思いま

す。土木費の道路橋梁費の件ですけど、２４７ページの００２の地域活力基盤創造

交付金事業ということで、８，４００万程度入ってます。これで国からの交付金な

んですけれども、美祢市にとっては額が少ないなとそのように思っております。そ

ういうことでこれに関しては道路整備工事で６，８００万程度入っております。私

もいろいろ地域回りましてさまざまな方から道路をつくるのもお金いりますけど、

これをメンテナンス、維持管理していくというのも非常にお金がかかるということ

で、必ずといっていいほどここ舗装して４０年経ってかなり舗装がやぶれて大変な

状況というのをよくお聞きするわけです。そういったことで、そういったお金がこ

ういった道路整備工事費に今回６，８００万程度が使われると思っております。い

ずれにしてもこれは交付金があったからこそこういった事業ができた。市も非常に

助かったと思うんですよね。もしこういった交付金がなければ道路維持事業とか一

般会計等で出てるみたいですけれども、もしこういった６，８００万程度の道路整

備事業費用が交付金等が入らなかったらどういった経費で賄っていくかどうかその

点ちょっとお伺いしたいと思います。 

○副委員長（山中佳子君） 伊藤建設部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 岡山委員のご質問にお答えします。２４７ページの

一番右節の下にある地域活力基盤創造交付金事業、これは沖田１号と秋吉小学校線

を充当しておると言いましたが、これにつきましては先程、説明の中にも言いまし

たが、旧地方道路整備臨時交付金事業でやってるものでございます。この事業がな

かったらどうするかということですが、一応、道路関係の補助メニューとしまして

一般の要件はあるわけですが、その要件に填まって財源的に取れるものはいろいろ

あるわけですけど、それにできるだけ充当してやるということになります。それ以

外の道路整備等については過疎債等起債等で対応することになりますが、今回の２

１年度の予算は当然２１年度の予算ですが、当初２１年度にやる予定の工事を２０

年度に位置づけまして繰り越した事業がございます。従ってこれの件数等で若干少

ないなと思われてると思いますが、実際には２０年度補正で繰り越した分、例えば
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道路維持につきましては、先程２１年度の分には５件と言いましたが、繰り越した

ものが４５件ございます。それ等につきましては、先程岡山委員言われました単独

事業を臨時交付金で対応できるもので大変助かっておる状況でございます。そのよ

うに道路の要件にはまって補助メニューをできるだけ取りまして財源獲得に努めて

やるしかないということで認識しております。 

○副委員長（山中佳子君） その他質疑はございませんか。質疑なしと認め質疑を終

わります。 

  次に消防費を議題といたします。執行部より説明を求めます。 

  坂田総務課長。 

○消防本部総務課長（坂田文和君） それでは消防費の説明をいたします。２５８ペ

ージをお願いいたします。９款・消防費、目１の常備消防費でございます。予算額

４億５，７９４万８，０００円を計上しております。前年比１，７３４万１，００

０円の減額でございます。特別な事業はございません。通年経費の計上でございま

す。財源内訳に諸収入１，４０８万７，０００円があります。これは高速自動車道

救急業務の支弁金でございます。次に２枚めくっていただきまして２６２ページを

お願いします。目２の非常備消防費でございます。予算額７，３７９万１，０００

円を計上しております。前年比６０１万円の減額でございます。これは主に消防団

経費でございます。特別な事業はございません。通年経費の計上でございます。美

祢市消防団員数は、定員１，０００名に対しまして実員数はきょう現在９２８名で

ございます。次に２６４ページをお願いします。目３の消防施設費でございます。

予算額２，９８３万７，０００円を計上しております。前年比２，３６８万４，０

００円の増額でございます。新規事業といたしまして防火水槽４箇所の設置工事が

ございます。正式名は耐震性の貯水槽と言いますけれども、４０トンの地下式の水

槽でございます。この事業の財源内訳でございますが、設置基準額の５０％の国庫

補助を受けまして１，０４７万２，０００円、地方債１，５１０万円を充当するも

のでございます。次に目４の水防費でございます。予算額３４万５，０００円を計

上しております。前年比は１万６，０００円の減額でございます。以上、款消防費

の総額を前年度より３１万７，０００円増額いたしまして５億６，１９２万１，０

００円とするものでございます。以上、消防費の説明を終わります。 

○副委員長（山中佳子君） 坂田総務課長より説明が終わりました。それでは質疑を

行います。質疑はございませんか。山本委員。 
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○委員（山本昌二君） 消防署の幹部の方が来ておられますので、ここでちょっと最

近各学校回ったときに消防署の職員の方が子供たちに火災が発生したときの防火訓

練併せて避難訓練をいろいろ指導されておられるわけです。特に地震につきまして

は毎年やっておられますし、火災も毎年やっておられますが、そこで非常に子供た

ちがこの火災訓練について非常に熱心に消防署の職員の皆さんのご指導のもとで頑

張っておる姿を見たときに、非常に感動した場面がたびたびあります。子供が帰っ

てお父さん、お母さん、或いはじいちゃん、ばあちゃんにきょうは、こういうこと

があったと、或いは消火器があるかという質問が家庭であって、２，３軒私のほう

へ電話があって話があったんですが、やはり消火器の設置について消防署の職員の

皆さんの対応で非常に効果が上がっておるということで、まず消防署の方々の日常

の子供たちに対する対応についてお礼を申し上げたいと思います。それでお聞きし

たいことは、この各学校での訓練をずっと続けていただきたいというふうに私思っ

ておるんです。というのは防犯の関係もございますけど、やはり何をおいても火災

というのが身近で起きる可能性が一番高いものであります。どうかこの辺について

ずっと続けていただきたいとがその辺のちょっとご回答をいただきたいと思いま

す。以上です。 

○消防長（金子正治君） 山本委員さんのご質問にお答えします。現在学校等の避難

訓練を含めた防火指導につきまして、学校等の要請に基づいて消防署のほうから出

向くようにしております。これからもずっとそのような方向でいきたいと思ってお

ります。まずこれが火災予防運動のときに集中をして同じ日、同じ時間にというよ

うなこともございます。そういった場合は、日にちを変えていただくとか、そのい

ろいろな調整をさせていただきましてできるだけ指導には行くようにしておりま

す。これからもそういうことでございます。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 山本委員。 

○委員（山本昌二君） ということでありますので、教育長さんはじめ教育委員会の

課長さん方おられますが、どうかこうしたこと、子供たちが現場で非常に真剣に対

応やっておることにつきましては、学校からもいろいろ報告あると思いますけど、

現場に携わった第三者が見て非常にすばらしいことと思いますのでよろしくその辺

を消防署と連携取りながら子供たちへ火事の恐ろしさ、マッチの恐ろしさ、ライタ

ーの恐ろしさというのも教えていただきたいというふうに思います。回答はよろし

くお願いします。 
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○副委員長（山中佳子君） 福田教育長。 

○教育長（福田徳郎君） 山本委員のご要望でございますが、各学校におきまして

は、今ご指摘がありましたような訓練につきましては必ず行うようにしております

し、行っております。これも皆さま方の、指導していただく方々のおかげだと思っ

ております。これからも十分指導していきたいと、訓練をそういったことを行って

いきたいと思っております。 

○副委員長（山中佳子君） その他に質疑ありませんか。大中委員。 

○委員（大中 宏君） ２点ほどお尋ねします。まず第一は消防団員の件ですけど、

１，０００名に対して９２８名ということですけど、この９２８名もいろいろ話を

聞いてみますと、実稼働人員というのは、はるかに少ないということを聞いてま

す。特に昼間と夜の関係もありますが、実際に年齢的に考えてみても耐力的に考え

てみても非常に無理があるなというようなことも思います。仕方なしに定員が１５

なら１５、２０なら２０という班編制ですね、班とか部とかどういうふうになって

るか私わかりませんけど、無理をして定員確保を図られておるというのが実情なん

です。若い人がなかなかボランティア精神というのが非常に最近欠けているという

面で入ってこられない。実際日頃の訓練をしようにもまた実際に事件があったとき

でも出動しにくいと。特にこれから先、異常気象によって自然災害というのが非常

に増えてくると思います。また美祢市内は、現在ないのが幸いですけど、年寄りが

行方不明になったりというような話も聞きます。以前はあったこともありますけ

ど、そういうふうな場合に捜索活動というのを消防団員が出なきゃならないと、実

際に活動ができないわけですね。ひとつ若い者もできるだけ入ってもらうように、

団員の皆さん大変苦労されてるんですけど、ひとつこの辺をよくご理解いただいて

一人でも多く元気な団員さんが入って来られるような体制づくりをひとつこれから

進めていっていただきたいと。それから班編制についてもこれちょっと若干無理が

あるんじゃないかというふうな気がします。昔のままずっとそれが継承されてます

ので、この班編制についても、ある上層部のほうからもかなりこの班編制をしても

らいたいという意見が強いわけです。今のような非常に小さい、実際小さいほうが

いざというときに稼働率がいいかもわかりませんけど、そういう面もある程度考え

ていく必要があるんじゃないかというふうな気がしますけど、この点どういうふう

に考えておられるか。今後そういうふうな方向で向けて行かれるのかどうか。それ

から２点目に先程言いましたけど、火災報知器。これは行政がそういうふうな商業
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的な行為を斡旋するというのは非常に難しいかとは思いますけど、かつては消火器

等についてはやられたことがあります。これは美東時代ですけど。そのようにこれ

義務化されますので、できれば一番関係のあるところの消防のほうで美祢市内の対

象全戸を取り纏めていただいてできれば１円でも安く斡旋をすると。そうしないと

これから先かなりこういうふうな関係に関して詐欺的な行為も出てくると思いま

す。またチラシ等、今、電気屋さん等が入ってますけど、はたしてどれがいいかと

か、どれを実際に自分方で使ったらいいんかなというような先程、安冨委員からあ

りましたけど、電池式では非常に交換がしにくいと、高い所に付けられますので実

際に今度寿命が来たときでも高齢者が対応できんというようなことがあると思いま

すので、いろんな面でご指導いただきたいと、そういうふうな面についてもどうい

うふうに考えておられるか、この２点についてご回答お願いします。 

○消防本部総務課長（坂田文和君） 大中委員のご質問にお答えいたします。消防団

組織の再編成の件でございますけど、今のところ組織の再編成の計画は持っており

ません。これは慎重に対応しないといけないと思っておりますが、団員の確保が難

しいことから部隊の運用が難しいという声は聞いております。その声には早い時期

に対応していく所存でございます。基本的な考えは消防団員を減らさない、消防力

を極力落とさない、住民の協力を得られる、その３点を原則に協議をして参りたい

と思っております。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 田畑予防課長。 

○消防本部予防課長（田畑龍男君） それでは住宅用火災警報器についてご説明申し

上げます。この住宅用火災警報器は平成１６年に消防法が一部改正されまして一般

住宅にも設置が義務付けられております。法の執行にあたりましては平成１８年６

月１日施行ということで、６月１日以降に新築された住宅にはもうこの住宅用火災

警報器はついております。既存の住宅につきましては、その猶予期間といいます

か、設置の期限というのは各市町村の条例で定めるということになっております。

当美祢市におきましては、平成２３年の６月１日までに設置しなさいという形で謳

ってあります。それで消防といたしましてもこの既存の住宅につきまして普及率が

どのくらいかというのをいろいろなイベント、アンモナイトフェスティバルとか福

祉の市とかいろいろな市の関係のいろんな行事等があるときに消防も顔を覗けまし

てそこで来られた方にアンケート等の調査を行っております。それでだいたいこれ

はほんとに概算になるんですが、約現時点で２０％ぐらいの普及率です。ですから
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これも県下だいたいあまり特出して多い市町村というのは特にございません。だい

たい同じような現在普及率のようです。県のほうといたしましても先程、大中委員

さん言われましたように一括購入、共同の一括購入というような形の方法を、マニ

ュアル化等を今考えて、とにかくあと２年少々しかありませんので普及をさせると

いうことでマニュアル等つくっております。消防におきましてもそのマニュアルを

利用しまして各住民の方に一括購入等これから推し進めていこうという考えを持っ

ております。なお、これは先程、委員さんのほうのお話にもありましたけど、行政

がこれを窓口にということはちょっと難しい部分がありまして、今県のほうが示し

ておるのは各自治体単位、自治体で取り纏めて一括購入をするような案をつくって

おります。ですから自治体のほうで購入の業者さん等を設定していただいて、選ん

でいただいて、一括購入をして少しでも安く購入をするというような形を示してお

ります。すいません、自治体ではなく各自治会です。それと先程、安冨委員さんの

ほうから住宅用火災警報器の電池の寿命ということでちょっとお話ありましたけれ

ど、今販売しております住宅用火災警報器については電池の寿命は約１０年持つと

いうことでございます。業者のほうの話によりますと電池の寿命１０年あるわけな

んですが、１０年経てばその器械本体の感知の機能の低下というようなこともやは

りありますから１０年を目処に取り替えていただくというような考えというような

ことも言っております。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） その他に質疑ありませんか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） ２６５ページの消防施設経費の中で防火水槽が設置されたと

言われましたが、何件か教えていただきたいのと、それから出初め式ですが美祢だ

けではなく各地域に回ってほしいという要望がありました。今年は美祢市でありま

したがそういう要望を聞きまして今年を思い出したんですが、美東の場合で会場が

あるんだろうかとか、いろいろ考えましたら会場ありますし、川も美東の道の駅の

河川が立派な川があるので十分できるのではないかと思いまして、是非とも住民の

方が出初め式の勇壮な姿を見たいと、そういうのをみたいから何とか各地で回って

ほしいという要望がありましたので是非とも合併をしたといえども地区へ回ってい

ただきたいと思いますが、その点についてお尋ねをいたします。 

○副委員長（山中佳子君） 坂田総務課長。 

○消防本部総務課長（坂田文和君） 三好委員の質問にお答えいたします。耐震性の

貯水槽、防火水槽の場所ということで、これはまだ採択されておりませんので場所
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を申し上げるわけには、今現時点はまだできませんのでよろしくお願いいたしま

す。よろしいでしょうか。それと出初め式の場所の件でございますけれども、今の

美祢市の規模でやるとなれば駐車場、そういったまた団員が入る会場、そういった

ことで今の規模でやれば難しいと思いますけれども、そういった要望が多ければそ

ういった町民の声も耳を傾けていきたいと思いますけれども、この美祢市役所の駐

車場いっぱい使って狭いくらいですからその辺がなかなか難しいかなとは思ってお

ります。よろしいでしょうか。 

○副委員長（山中佳子君） 三好委員。 

○委員（三好睦子君） ４箇所の中で私が知りたいのは旧美東時代に大石地区から防

火水槽つくってほしいという要望がありまして合併前に要望したんですが、これが

１箇所だけでは補助金が出ないということで来年度にまわると言われまして、合併

してからになるだろうということでしたが、合併をしまして再度要望しましたら２

１年度予算の中に入れたいというのを聞きましたのでその大石地区が入っているか

なと聞きたかったのでまだ公表ができないと言われればもうよろしいですけど、是

非お願いをいたします。 

○副委員長（山中佳子君） 回答はよろしいですね。その他に質疑はございません

か。柴崎委員。 

○委員（柴崎修一郎君） 今の三好委員と同じ質問なんですけど、２６４ページの目

３の予算が昨年より２，３６０万ぐらい増えております。これ地下防水基が４基と

いうから４で割ったら１基が６００万円くらいと判断していいわけですか。 

○副委員長（山中佳子君） 坂田総務課長。 

○消防本部総務課長（坂田文和君） 柴崎委員の質問にお答えします。だいたい１基

が６００万円平均でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 柴崎委員。 

○委員（柴崎修一郎君） それで確か縦横が１０何メートル、これに地下に埋めるわ

けですよね。これは土地は全部寄附でしょ。消防署が買ってそれやるってわけじゃ

ないでしょ。そのあと埋めるわけですが、その上というのは使えんわけですよね。 

○副委員長（山中佳子君） 坂田総務課長。 

○消防本部総務課長（坂田文和君） 耐震性貯水槽の場所の件ですけど、これは一応

どこに埋設しても問題ないんですが、一応土地の提供というのを条件にしておりま

す。そしてそれがどうしてもかなわないときは市道・県道といったところにも埋設
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をいたします。それからその上は車を通っても問題ない強度はあります。以上で

す。 

○副委員長（山中佳子君） その他に質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） 質疑なしと認め質疑を終わります。それでは次に教育費

を議題といたします。執行部より説明を求めます。國舛教育委員会事務局長。 

○教委事務局長（國舛八千雄君） それではご説明申し上げます。１０款の教育費・

教育総務費でございます。教育委員会費の００１の教育委員会経費３４２万２，０

００円でございます。上から４行目になりますが報償金ということで３万円ほどあ

げております。これは教育委員会の点検評価を行いますこれの学識経験の知見を得

るための報償金ということでございます。 

○副委員長（山中佳子君） 田中学校教育課長。 

○教委学校教育課長（田中円城君） 続きまして２６６ページ、２６７ページをお開

けください。説明欄の００２でございます。教科用図書採択事業費、９万１，００

０円でございます。教科書４年間に一遍変わりまして来年度は中学校の採択の時期

となっておりますのでそれに関する費用でございます。新規事業となっておりま

す。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 國舛教育委員会事務局長。 

○教委事務局長（國舛八千雄君） それでは２７０，２７１ページをお願いいたしま

す。高等学校費の私学振興補助金でございます。１，４４０万でございますが、こ

れは私立の成進高等学校の教育の振興を図るための運営に要する経費に対して補助

金を交付するものでございます。 

○副委員長（山中佳子君） 田中学校教育課長。 

○教委学校教育課長（田中円城君） ２６８ページ、２６９ページをお開けいただけ

ますか。目３の指導費でございます。説明欄の００１・指導経費でございます。例

年と大きく変わっておりますのはその００１の下から２行目に美祢市学力向上対策

プロジェクト事業委託料というのがございます。委託料としましては４５万９，０

００円でございますが、事業としましては２３６万７，０００円でございます。そ

の事業の内訳としましては、その下に教育研究会委託料がございます。１２０万。

この１２０万と事業費委託料の４５万９，０００円と、消耗品費の９４万６，００

０円の中にＣＲＴの調査費、学力の調査費の資料の７０万８，０００円が入ってお
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りましてこの消耗品の７０万８，０００円と委託料の４５万９，０００円そして教

育研究会の委託料１２０万これを合わせたもので対策プロジェクト事業が２３６万

７，０００円というものでございますのでご理解賜りますようよろしくお願い申し

上げます。それ以外の指導経費については例年どおり変わっておりません。次の説

明欄の００２・学校職員関連経費でございます。その欄の中の手数料が２９９万

８，０００円となっておりますが、これは教職員の健康診断に伴う費用でございま

すので例年と変わっておりませんが、そういう内容でございます。次の００３番の

学校評価改善事業につきましては市単独の事業でございます。１５万３，０００

円。学校評価を推進しておりまして年に一遍市内統一のアンケート調査を行いま

す。その調査に伴います費用が１５万３，０００円ということでございます。次に

２７０ページ、２７１ページをお開けください。目の５番目の外国青年英語指導事

業費でございます。説明欄の００１番外国青年英語指導事業費、俗に言うＡＬＴの

関わります費用でございます。２名のＡＬＴの費用で９４１万４，０００円。これ

は例年どおりの内容でございますが、減額になっておりますのは本年度は途中まで

３名でございましたが、来年度は年度当初から２名ということでの減額でございま

す。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 國舛教育委員会事務局長。 

○教委事務局長（國舛八千雄君） 同じページでございますが、小学校費の学校管理

費００１の小学校管理費の臨時職員の賃金３９１万２，０００円でございます。こ

れにつきましては、これまでは事務の臨時職員が３校でございましたが、来年度か

らは４校になるものでございます。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 田中学校教育課長。 

○教委学校教育課長（田中円城君） ２７２ページ、２７３ページでございます。説

明欄、００２・学校保健事業についてでございます。これは医師の報償費等でござ

いますが、これは児童・生徒の健康診断に伴う医師の報償費等でございます。内容

的には本年度と変わっておりません。次に２７４ページ、２７５ページをお開けく

ださい。目２教育振興費でございます。説明欄００１・教育振興経費、この内容も

本年度とほとんど変わってはおりませんが、真ん中辺に交流学習促進委託料という

のが３８万円で計上してございます。小学校間の交流事業にかかる経費で今年度は

倍増しております。交流回数も３回から６回と倍になりますので費用も倍にさせて

いただいております。それからあとの内容につきましてはほとんど変わりませんの
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で省略させていただきます。２７６ページ、２７７ページをお開けください。説明

欄の００２・特別支援学級支援事業でございます。これは城原小学校に介助員を配

置するための費用でございます。００３番、やまぐち学校教育支援員の活用促進事

業、これは県の２分の１補助、５０％補助でございまして、発達障害等の通常学級

に補助員を配置するものでございます。就学援助費、これが１，０７６万８，００

０円計上しております。これもだいたい本年度と同じ人数よりも少し多めに就学援

助費等計上しておるところでございます。通学費補助事業、市単独事業でございま

すが、これは本年度どおりでございます。００６番の小学校英語活動事業、これが

市単独の事業でございまして２２校の小学校に非常勤講師を派遣するものでござい

ます。１５０万円となっております。００７番の英語活動実践研究事業、これは文

部科学省の指定事業でございまして、１００％補助事業でございます。２１年度は

大嶺小学校と大田小学校が指定を受けまして研究を進めることとなっております。

００８番の豊かな体験活動推進事業につきましてはこれは新規事業でございます。

文科省の１００％補助事業、指定事業でございまして、城原小学校と麦川小学校

が、これは農業体験を行います。一週間農家に宿泊をしまして一週間通して農業体

験を行うという新規事業でございます。それにかかる費用が１８０万となっており

ます。 

○副委員長（山中佳子君） 國舛局長。 

○教委事務局長（國舛八千雄君） それでは同じページですが、目３の学校施設整備

００１の学校施設整備経費、設計委託料１，１４５万４，０００円でございます。

これは耐震補強工事のための実施設計の業務の委託料でございます。伊佐小学校の

校舎の管理棟、川東小学校、城原小学校の屋内運動場の耐震化工事の実施設計業務

を行うものでございます。次のページをお願いします。２７８、２７９ページです

が、施設整備工事費の４５０万円でございます。これにつきましては施設整備は要

望もたくさん出ておりますが、浄化槽の整備あるいは校舎等の雨漏り等の緊急度の

高いものから工事をしていきたいというように考えております。そして次に中学校

費の学校管理費でございます。中学校管理経費の４，８０７万７，０００円でござ

います。これにつきましては主なものといたしましては光熱費が１，４８５万６，

０００円ありますし、夜間警備これが中学校の８校分の夜間の警備等でございま

す。それでは１枚めくっていただきまして教育振興費でございます。００１の教育

振興経費２，６７４万でございますが、これは一番下に掲げておりますが電算機器
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の借上料ということでパソコンの借上料でございます。１枚めくっていただきまし

たら教材備品ということになっております。３５０万１，０００円。これはクラブ

備品、あるいはパソコン等の備品でございます。学校に配算するものでございま

す。下の教材備品これは理科備品等を含みます教材備品３７３万５，０００円とい

うことになっております。そして次に３の学校施設整備費の００１の学校施設整備

費、設計委託料でございます。１，２２８万１，０００円でございます。これにつ

きましても耐震補強工事のための実施設計業務を行うものでございまして美東中学

校の校舎、これのＡ棟・Ｂ棟そして秋芳南中学校の屋内運動場の耐震設計業務を行

うものでございます。次に１枚めくっていただきまして２８４ページ、２８５ペー

ジをお願いいたします。幼稚園費でございます。００１の幼稚園経費２，０１７万

８，０００円でございます。そのうちの幼稚園就園奨励費補助金、これが１，７７

１万４，０００円でございます。これにつきましては保護者の経済的負担の軽減と

公立幼稚園と私立幼稚園との保護者負担の格差是正を目的としまして幼稚園の入園

及び保育料を減免するものでございます。次に私立幼稚園の特別支援教育費補助金

１９万６，０００円でございます。これにつきましては私立幼稚園の特別支援の振

興を図るために特別支援の幼児が在園いたします幼稚園に対して補助をするもので

ございまして一人あたりが９万８，０００円ということで２人分の１９万６，００

０円を補助するものでございます。次に幼児教育の振興補助金の２２６万８，００

０円でございます。これは市内の私立幼稚園連盟が行っております幼児教育の振興

を図る事業に要する経費に対する補助でございまして、常勤職員の給与を補助する

ものでございます。一人あたりが１１万４，４００円を補助することになりまして

今、常勤職員のかたが１２人いらっしゃいまして１３６万８，０００円の補助とな

っております。更には施設整備に対する補助ということで１幼稚園に４５万円の補

助です。こういうことで２つの幼稚園に９０万円の補助をいたしておりまして合計

が２２６万８，０００円ということによります。財源内訳でございますが、補助は

国庫補助が３分の１です。３分の２につきましては市の負担ということになってお

ります。そういうことで国庫支出金が５９０万４，０００円ということになってお

ります。そしてこの国庫支出金につきましては幼稚園の奨励費補助金に対する補助

金でございます。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 田中学校教育課長。 

○教委学校教育課長（田中円城君） 学校教育関係で若干前に帰りますが、２８０ペ
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ージと２８１ページをお開けいただけますか。１の学校管理費の中の説明欄の００

２・学校保健事業でございます。４４５万５，０００円これは中学校生徒の健康診

断に要する費用でございます。本年度どおりでございます。２番目、目の２教育振

興費の００１番教育振興経費、この内容については変わったとこだけですが、主な

とこだけをご説明申し上げますと、２８３ページでございます。００２番のやまぐ

ち学校教育支援員活用促進事業、県２分の１補助事業でございましてこれは中学校

３５人学級化に伴います非常勤の配置でございます。大嶺中学校に非常勤２名を配

置する費用でございます。００３番不登校生徒支援事業、国・県との２分の１事業

でございまして、これは非常勤講師の配置、不登校生徒が出ましたら非常勤講師を

家庭に配置して家庭での学習を支援するという制度でございます。００４番特別支

援学級支援事業、これは伊佐中学校と秋芳北中学校へ介助員を配置しますその賃金

でございます。００５番就学援助事業、就学援助費、これにつきましても本年度よ

りも若干名増やして７６８万１，０００円計上しております。特別支援教育就学奨

励費につきましては国の２分の１補助事業となっております。００６番遠距離通学

費補助事業、これは本年度と変わっておりません。００７番問題を抱える子ども等

の自立支援事業、国の１００％補助事業でございます。これは本年度若干名称が変

わっておりますが、学校の安心・安全の学校づくり、不登校等の子どもに対する支

援員の派遣事業でございます。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 杉原社会教育課長。 

○教委社会教育課長（杉原功一君） それでは次のページをめくっていただきまして

２８４，２８５ページでございます。社会教育費、社会教育総務費、００２番社会

教育総務経費は社会教育全般に伴う経費でございます。次のページをお開きくださ

いませ。一番上にございますが、これは子どもいきいき体験事業の補助金でござい

ます。これは平成２０年度においては子ども交流事業の助成金ということで出てお

りましたが、子どもたちの広域的な交流や体験活動を支援するもので平成２１年度

は山梨市の子どもたちを迎え交流や体験事業を行う予定としております。６０万円

を計上しております。続きまして次のページをお開きください。００８番放課後子

ども教室運営事業でございます。子どもたちが地域社会の中で豊かで健やかに育ま

れる環境づくりを推進するため、子どもたちの安全・安心な活動拠点、居場所づく

りを進める事業でございます。事業費として５１７万９，０００円を計上してござ

います。歳入のほうをご説明いたします。２８４ページにお戻りください。県支出
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金といたしまして３６９万８，０００円ございますが、このうちこの放課後子ども

教室事業に伴います事業経費の３分の２にあたります３４５万２，０００円の歳入

を計上しております。それでは２８９ページにお戻りください。００９番秋吉台国

際芸術村運営経費でございます。これは同施設の管理運営を行っております財団法

人山口県文化振興財団に対して支払う指定管理料でございます。平成１８年度より

指定管理が始まっておりまして平成２１年度につきましては４年目となっておりま

す。事業費といたしまして２，９０７万８，０００円を計上しております。続きま

して公民館費、００２・公民館管理運営経費でございます。次のページをお開きく

ださい。これは市内１３の公民館の管理運営等に伴う経費でございます。主なもの

といたしまして光熱水費などの施設の維持管理にかかる費用がほとんどでございま

すが、嘉万公民館の屋上漏水補修工事や秋吉公民館のエアコンの取り付け工事など

の施設工事費といたしまして３６６万２，０００円を計上してございます。次のペ

ージをお開きください。図書館費でございます。００２・美祢図書館経費でござい

ます。これは新規事業といたしまして電算システムの保守委託料、４６万４，００

０円と電算機器借上料の中ですけど図書館システムリース料といたしまして１３５

万９，０００円を計上してございます。これは平成１３年度に導入いたしました現

行のコンピューターシステムが老朽化いたしまして運営に支障を来しているため新

たなシステムの導入に伴う経費でございます。なお、２１年度については年度途中

を予定をしておりますので年額の半分の金額を計上しております。リース料といた

しましては５年契約となりますが、１，３６０万円を見込んでおるところでござい

ます。それでは次のページをお開きくださいませ。市民会館費、市民会館管理運営

経費でございます。これは光熱費等の施設管理運営に伴いますものが主となってお

ります。総額といたしまして２，０９２万９，０００円を計上しております。 

○副委員長（山中佳子君） 池田文化財保護課長。 

○教委文化財保護課長（池田善文君） ２９６，２９７ページをお願いします。目５

の文化財保護費でありますが、新規事業といたしまして２９７ページ下から１６行

目になろうかと思います修繕料として５１４万５，０００円を計上しております。

これにつきましては美祢図書館前にあります蒸気機関車の修理、補修料でございま

す。この事業は５年におよそ１回開催してきております。次に２９８，２９９ペー

ジをお願いします。目６の文化施設費でありますけど、この中で３０１ページをお

願いします。説明００４の長登銅山文化交流館管理経費でございますけども、これ
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はこれまでの長登銅山跡資料館管理経費が名称変更になったものであります。９７

９万６，０００円の中に新規事業といたしまして本年４月２４日開館の予定でござ

いますけども、開館式典代として２３万円、新たな入場券、パンフレット等の印刷

代として９２万円を計上しております。なお、これにつきまして歳入が若干ござい

ます。恐れいりますが、２９８ページにお戻りいただけたらと思います。２９８ペ

ージのその他の財源でありまして使用料及び手数料、諸収入合わせて４２１万４，

０００円を計上しておりますけども、この中で長登銅山文化交流館の収入見込とし

て３２７万５，０００円を見込んでおります。続きまして３０２，３０３ページを

お願いします。目７の秋吉台科学博物館費でございますけども、秋吉台科学博物館

は２１年度が開館をして５０周年目にあたります。これの記念式典費用として秋吉

台科学博物館費の１，０４２万６，０００円の中に８２万２，０００円を５０周年

記念費用として新規事業として計上しております。以上であります。 

○副委員長（山中佳子君） 杉原社会教育課長。 

○教委社会教育課長（杉原功一君） 続きまして３０４ページ、３０５ページでござ

います。生涯学習まちづくり推進事業費、このうち００１番生涯学習推進事業とい

うことで、これは生涯学習のまちづくり推進と啓発のための協議会等運営経費や生

涯学習推進大会に伴う経費で２４５万円を計上しております。続きまして次のペー

ジをお開きくださいませ。００２番市民大学講座の運営経費でございます。これは

市民の教養を深めるため文化人を招きまして講座を開くものでございます。今年度

につきましては一回の開催を計画しておりまして事業費は１００万円を計上してご

ざいます。続きまして花づくり推進事業、００１番花づくり推進事業でございま

す。これにつきましては春と秋の市民総社会参加活動において花の苗を配置し市内

地域花壇の花づくりを進める従来の花いっぱい運動にこの度、新たに観光の振興を

目的といたしました花壇等の整備事業を実施するものでございます。秋芳町・美東

町地域の観光地周辺、また道路沿線などを中心に花壇等を整備していくものでござ

います。事業費としては２，０００万円を計上しております。 

○副委員長（山中佳子君） 杉本体育振興課長。 

○教委体育振興課長（杉本伊佐雄君） それでは保健体育費につきましてご説明をい

たします。資料の３１０，３１１ページでございます。目の１保健体育総務費、

１，２４９万６，０００円を計上しております。主な事業といたしましては昨年度

合併によりまして新たに第１回として開催しております市民体育祭開催委託料７２
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万円。駅伝競走大会開催委託料１０７万円。それから下のほうから３番目でござい

ますが、名称が変わりましたので訂正をお願いいたします。秋吉台カルスト高原マ

ラソン大会とございますが、美祢秋吉台高原マラソンというふうに名称を変更いた

しました。この負担金が２２０万円でございます。続きまして目２の体育施設費で

ございます。７，４４２万５，０００円を計上しております。財源内訳としまして

使用料及び手数料ということで保健体育の使用料６０７万７，０００円、それから

教育雑入、これは温水プールの教室の授業料ですが１，２０５万円。合計の１，８

１２万７，０００円を充当することにしております。比較といたしまして５１０万

の増でございますが、これの主なものといたしましては市民球場経費は変更ござい

ません。１枚めくっていただきまして３１３ページ、００２・温水プール運営経費

というところで下から２番目の施設整備工事、３５０万円。これにつきましては温

水プール多目的トイレ設置工事ということで予定をしております。現在体育施設で

多目的トイレがございますのがスポーツセンターと秋芳体育館でございますが、温

水プールにございませんので、この多目的トイレを設置する予定にしております。

それからプール経費に変更はございません。次のページの３１５ページ、運動公園

経費、運動広場経費、体育館経費も変更ございません。一枚めくっていただきまし

て３１７ページ、００７・武道館・弓道場・アーチェリー場経費でございます。こ

れの下から２番目施設整備工事ということで１４０万円を計上しております。これ

につきましては、美東弓道場床の改修工事でございます。中学生、一般と利用の多

いこの弓道施設の床が破損しておりますのでその床の改修工事ということで予定を

しております。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 國舛局長。 

○教委事務局長（國舛八千雄君） 同じページでございますが、３の給食施設費の０

０２の給食管理経費でございます。１枚めくっていただきまして下から５行目にな

りますが施設整備工事でございます。これにつきましては衛生管理上の面から手洗

い器等の改修を行うというものでございます。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 以上で説明が終わりました。この際暫時１時１０まで休

憩をいたします。 

午後１２時１４分休憩 

 

午後１３時１０分再開 
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○副委員長（山中佳子君） 休憩前に続き会議を開きます。それでは質疑を行いま

す。質疑はございませんか。萬代委員。 

○委員（萬代泰生君） なかなか名前を覚えてもらえなくて残念なんですけれども、

教育費の関係で２点ほど質問したいと思います。一つは２６９ページの中程に書い

てあります今年の新規事業として美祢市学力向上プロジェクト事業委託料、このプ

ロジェクト事業が新規事業として今年度取り上げられておりますが、これは私、昨

年の１２月に学校評価システム事業の関係で質問をした際にお答えをちょっといた

だいたと思いますけど、簡略にもう一度どのような内容で学力向上推進を図ってい

こうとされるのか簡単で結構ですからご説明をいただきたい。それからもう一点は

３１６ページ、３１７ページの給食設備費でございます。昨年の３月に合併をいた

しました。４月から秋芳町・美東町のそれぞれの調理場の再編成をいったら、大げ

さかもわかりませんが、職員配置の異動も行ったように思っております。各調理場

に正規の職員が何名で配置されておるのか、１人なのか２人なのか、そこら辺をは

っきりとお答えをいただきたいと思います。やはり子供たちの食を預かる給食調理

場において正規職員は最低１名はおられるとは思いますけれども、そこら辺の正規

職員さんとパート職員さんとの構成がどのようになっておるのか簡単にお答をいた

だけたらと思います。以上です。 

○教委学校教育課長（田中円城君） 萬代委員さんのご質問にお答えを申し上げま

す。学校評価システムを活用した家庭・地域との連携による学力向上対策システム

事業についてでございます。本事業につきましては保護者や地域住民からなります

プロジェクト会議をまず設置しようと思っております。この会議の中で美祢市の学

力向上に向けてのシステムがうまく機能しているかどうかご意見を賜りたいと。そ

のご意見に基づきまして、学力向上につきましてのシステム化を図っていくという

ことでございます。主な内容につきましては５点ありますが、そのうちの１点が学

力の検証でございます。学校の教職員は平素の授業でよく頑張って授業を行ってお

りますが、授業で頑張っている、頑張っていると言うだけでは学校の説明責任は果

たせませんので、どう頑張っているか数値化を図りたいと思っております。ですか

ら小学校１年生から中学校３年生まで定期的に学力調査を行いたいと。小学校で一

遍ＣＲＴの検査、中学校で一遍ＣＲＴの業者検査でございますがおこなって、全国

との比較を図りたいと。各その中間的な各学年の学力につきましては教員が集まっ

てカルスト検定、漢字検定、計算検定というドリルをつくってそれを市内一斉に実
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施して年度の末にどれくらい成果があったか数値化を図っていきたいと思っており

ます。それから学校評価に基づきまして、年に一遍、市内一斉に統一アンケートを

おこないますが、このアンケート調査結果から保護者の意見を十分お聞きして各学

校が今の状況でいいかどうか反省をして、その調査結果に基づいて学校を改善して

いくというそういった２つ目の視点で学校改善を図っていきたいと思っておりま

す。３つ目の視点としまして学力を上げるためにはやはり家庭学習、基本的生活習

慣が確立しないとこれは達成できませんので、基本的生活習慣も確立できるように

保護者と学校と教育委員会が連携しましてそのシステム化も図っていきたいと思っ

ております。そういった諸々のことを考えながらこれから２年間取り組んでいきた

いと思っておりますので何卒ご指導賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○副委員長（山中佳子君） 國舛局長。 

○教委事務局長（國舛八千雄君） それでは萬代委員さんのご質問にお答えいたした

いと思います。給食調理場の正規職員そしてパートの現状はどうかということでご

ざいますが、共同調理場が８箇所ございます。そして単独校が２校あるわけでござ

いますが、８校の調理場につきましてそれぞれ正規の職員さんが調理員さんがいら

っしゃいます。１人ずつ。大嶺につきましては２名ほどいらっしゃる状況でござい

ます。パートにつきましては３名からそれぞれ４名という現状でございます。大嶺

につきましては６名のパートさんがいらっしゃいます。そして自校式校につきまし

てはそれぞれ調理員さんはいらっしゃいますが、鳳鳴小学校につきましては今、臨

時で対応をいたしております。そしてパートさんも２名で対応しております。そし

て淳美小学校にはパートが１名で２名の対応、あと赤郷と綾木小学校は現在パート

がいないという状況になっております。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 萬代委員。 

○委員（萬代泰生君） ありがとうございました。今の説明で何となくわかったよう

なんですけれども要するに今までの学力向上プロジェクト事業については、あまり

試験を何度も何度もするような印象に先程聞こえたんですが、ここら辺はまた言葉

の使い方等も大事になってこようかと思いますが、要するに子供たちの学力を絶え

ず把握していきながら更に外部、それから内部からのいろんな指導・助言を受けな

がら学力向上対策としてどう反映していくかということを研究していこうというこ

とですね。でよろしいんですか。そういったことで頑張っていただきたいと思いま

す。それから先程給食調理場のことを申し上げましたけれどもやはり調理員さんも
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なかには一人で大変不安を抱えておられる人もおるやに聞いております。そういっ

たことで総務課のほうからもいろいろと指導なんかもして、調理場で事故のないよ

うにご指導・配慮いただけたらというふうに願っております。やはりこれまで正規

職員が２名体制でおったように思います。そのときにはやはり１名では大変不安で

すという言葉を聞いたこともございます。そうは言いながらも今の財政事情の中か

ら１名でということでスタートしてからもうすぐ１年経とうと思いますが、事故も

なくそれぞれ精一杯の努力をして健全な運営に努めておられると思いますのでたま

には調理場を覗いて激励などもしていただくことも必要かなと思います。以上で終

わります。 

○副委員長（山中佳子君） 他に質疑はございませんか。三好委員。 

○委員（三好睦子君） ページが２８９ページなんですが、秋吉台国際芸術村運営費

で指定管理委託料とありますが、これは県の施設であって岩国の場合、シンフォニ

ア岩国とこの施設が同じような形態なんですが、岩国につきましては県が委託料を

出していると、そしてそのような関係でこの秋吉台国際芸術村の運営費も、全国か

らの著名な芸術家の人や文化人の方が来られていろいろ開催されていますが、そう

いう面からみて地元だけの利用ではないので県からの負担金というのですか、それ

をたくさんにいただくようなことはできないかと県に要望して、いくらかでも市の

委託料を安くして負担を少なくしてもらうようなことは要望していただけないかな

と思いますが、いかがでしょうか。 

○副委員長（山中佳子君） 杉原社会教育課長。 

○教委社会教育課長（杉原功一君） 只今の三好委員さんのご質問にお答えいたしま

す。この負担金につきましてなんですが、この秋吉台国際芸術村につきまして建て

るときの経緯もございまして、だいたい資産が何割、何割という関係がございまし

てその中でだいたい８割２割という割合で決まっております。ですので県のほうと

しましては、２１年度になりましたら市が２，９００万円ということになります

が、県となりましたら１億６，３００万というふうな形で８割２割だいたいの金額

で分けてございます。ですから当初の建てたときの経緯もございまして資産とか土

地とか建物の件でございますが、それで分かれておりますのでこのままで請けま

す。 

○副委員長（山中佳子君） その他に。大中委員。 

○委員（大中 宏君） 大変全般的に厳しい財政状況の中で学校教育費は昔からとか
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く削られやすいというか、当初要求よりかなり削られてる面が多いんじゃないかと

思います。それと関連して３点ほど質問したいと思いますけど、各学校からそれぞ

れ当初要求額というのが出てると思います。それでかなりカットされていると。私

学校聞いて回ってみますとあれも削られた、これも削られたと。中には５年１０年

と続けて要望してるけど未だに実現されないと、子供の教育にも非常に支障を来し

ておると切実なものもあるわけですけど、どうしても各学校とのバランスもとらな

きゃならないというような面もあると思いますけど、当初要求額から減額されて決

まった金額かなり差があると思うんですけど、一体どのくらいの差があるじゃろう

かと。その落とされた中にはかなり大事なものもあるがこれを２１年度は別として

２２年度、２３年度で対応する考え方があるのか、これ非常に難しいと思うんです

けど。それから近年児童・生徒、これはどこも皆一緒ですけど、どんどん減ってき

ておると、特にもう一桁代の学校もあると、非常にそれにおいてもやはり先生方、

先程ありました給食調理員も人数がいくら少なくても一人は置かなきゃならないと

いう経費面でも非常に問題があると思います。そういうふうな学校の統廃合につい

てもこれからは考えていくべきじゃないかと。２１年度計画の中でそういうものが

含まれてるかどうか、また、これから先どういうふうな取り組みをされていくか。

それから３点目給食の件ですけど、給食もこれは現場の校長先生から言わせればや

はり自校でやっていくのが子供たちにも温かい美味しいものを直接目の前で調理し

て食べさせることができるから一番望ましいと言われておりますけど、経費面関係

から今、共同調理場施設の設置、管理者制度等の傾向がかなり強くなっておりま

す。この点について２１年度でどういうふうな計画を考えておられるか、以上３点

についてお尋ねします。 

○教委事務局長（國舛八千雄君） それでは大中委員さんのご質問にお答えをいたし

ますが、予算の関係でございますがこれにつきましては小学校、中学校それぞれ膨

大な予算が出て参ります。そういうことで一応教育委員会である程度予算を絞らせ

ていただいて予算要求はさせていただいておるのが現状でございます。相当な予算

が出て参りますので一応聞き取りをいたしまして、大事なところはなるべく取り入

れるというような形で、今予算には、反映いたしておるところでございます。それ

でいくら出ておるかと言われますと、ここに試算したものがございませんが、また

後日でも出せれば出したいと思いますけど、ちょっと厳しいとこもあろうかと思い

ます。そして自校式が良いが共同調理場にしたら予算的なものでどうかというお話



－41－ 

でございましたが、これにつきましては、今、企画調整のほうで総合計画も立てて

いらっしゃいますのでその辺の関係、その後になろうかというように思います。以

上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 福田教育長。 

○教育長（福田徳郎君） ご質問の数が多かったのでまだ残っておるところがあるん

じゃないかと思いますが、只今の学校からの要望と私どもの対応ということです

が、これは安全・安心と言いますかそういったものを最優先にしておこなっており

ますのでそういったものが欠けているとか来年度にまわすとかそういったことはご

ざいません。それ以外で学校が多額に及ぶものそういったもので直接今の安全・安

心とまではいかないようなものは何年もそのままになっとるということはございま

す。それから学校の統廃合ということでございますが、これにつきましては先程の

説明の中で交流学習というのを３回から６回来年度は増やすということを申し上げ

ました。美祢市の教育は小規模校、少人数の教育ということでの実績を高め、また

それが特色になっておると思っております。しかしながらこれからまた子供がだん

だん減ってまいりますので統廃合というのは今後の大きな課題であるというふうに

思っております。 

○副委員長（山中佳子君） 大中委員。 

○委員（大中 宏君） ここで回答というのは大変難しいと思いますけど、財政的に

も大事なものはうんぬんということが言われましたけど、ほとんどの学校がＰＴＡ

会費の中からとかあるいは特別寄附、あるいは教育後援会、そういうところからか

なり大きな金額が流れておるんじゃないかと思います。美祢市全体から考えておる

と何百万という数字にもなるんじゃないかというふうに思います。先だっても常盤

公園でブランコの支柱が倒れて軽い怪我で済んだと新聞報道でも載ってましたね。

そういうふうにいろんな遊具等についても危険箇所があればできるだけ教育後援会

等でフォローできればそういうような形でやっておられるところがたくさんあるわ

けですね。それらは当然この教育予算の中で対応していくべきじゃないかというよ

うに思いますけど、事情が事情ですのでできるだけお互いに協力して地域の教育は

地域のみんなで一緒に力を合わせてやっていこうじゃないかという精神のもとで協

力してやってるわけです。やらなければそういうふうな形のほうでどうしても対応

して行かざるを得ないということで、考えればそういう面で対応していただけるか

ら若干教育予算も絞ってでもやれるんじゃないかというふうな面もずっと過去の例



－42－ 

から見受けられますので、是非これから先もそういうふうなことできるだけ考慮さ

れて進んでいっていただきたいと思います。それから小規模校においても地区の人

は学校がなくなればその地域が寂れていくというようなことも言われますが、実際

に親御さん、保護者の方から言わせればできるだけ大人数のところでもまれたい

と、そうしないと中学校なり高等学校に上がったときあるいは都会のほうに出てい

ったときにやはり人間的な関係がうまくいかないと。交流というふうなことを言わ

れましたけど、それではやはり対応できない、いろんな体験というものが特に小学

校時代では大切な６年間となりますのでその点も併せてこれから先考えていってい

ただきたいというふうに思います。これは私の意見ですから回答はいりません。以

上で終わります。 

○副委員長（山中佳子君） 山本委員。 

○委員（山本昌二君） 教育委員会のほうへすでに美東中学校から学校関係者による

評価書の、いろいろ自己評価書いろいろとあるわけですが、その評価書の写しがす

でに行っておるのではなかろうかと思いますが、そこで全部やると５時までかかり

ますので端的にちょっと教育委員会のほうへお願い申し上げてご回答得たいと思い

ます。というのがですね、このＰＴＡを含め地域の人が一番の意見を持っておるの

が、たくさん項目ありますが、特に学校運営の改善に関する意見というところにま

とめがあるわけですが、すでにいろいろ学校の教育方針の中にも謳ってあります

が、改めてもう一度、きょうお聞きしたいと思いますが、自分のことや地域のこと

をしっかり表現できる力を育ててほしいと。それともう一つまわりに流されるので

はなく自分の生き方を求めて精進し、社会に貢献するたくましい生徒を育ててほし

いという、集約された学校への要望が出されておるわけです。これについて私もそ

れに関係しておりまして思っておることがたくさんありましたけど、これにつきま

して教育委員会の方針、まったく変わりないと思いますが、美東中学校としてこう

いう意見がまとまったということについてちょっと教育委員会のお考えをお聞きし

たいと思います。 

○副委員長（山中佳子君） 田中学校教育課長。 

○教委学校教育課長（田中円城君） 山本委員さんのご質問にお答え申し上げます。

学校関係者評価書を学校で作っておりまして、それに基づきまして、学校には学校

改善報告書を教育委員会のほうに提出するようになっております。現在、提出の締

切日を３月９日としておりますので昨日３０校全部の学校が提出を終わりました。
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今から教育委員会のほうで中身をいろいろ点検しまして学校のほうにまた校長を通

して指導をして参りたいと思っております。今ご指摘の１，２ありましたが、学校

としましては保護者地域のご意見を踏まえながら来年度学校改善に向けてもう方針

もできておりますので、その方針もまた公表するというふうになっておりますので

その報告書もまた見られながら今後学校としましては２１年度の改善方向、教育活

動等見直して、またより良い学校運営をしていくものと思っておりますので、また

ご意見を賜ったらと思っております。今の生徒は規範意識が不足していると言われ

ますのでそういった心の教育も各学校では充実して行くと思いますので、またよろ

しくお願い申し上げます。 

○副委員長（山中佳子君） その他に質疑はございませんか。布施委員。 

○委員（布施文子君） 先程からの評価の問題につきまして希望をちょっと述べさせ

ていただきたいと思います。いろいろな面で評価をし、指導した結果がどういうよ

うな状況であるかというようなことを判断しながら次のステップに指導体制を改善

していくということは大変大切なことであると思います。あくまでもこの評価とい

うのを地域評価も含めて先生方のやる気を後押しするようなものでなければならな

いと思います。子供たちの幅広い知識の習得に向けて点数だけを、点取り虫という

ようなものではなくてやっぱり生きて働く教育の力になるように役立てていただき

たいという希望でございます。次に質問でございますが、教育振興費につきまして

と生涯学習のことにつきまして２点ほど質問させていただきます。小学校の教育振

興費が７００万円減、それから中学校の教育振興費が１，０００万円の減になって

おりますが、その中身と根拠についてご説明いただきたいと思います。２点目は生

涯学習のまちづくりにつきまして市民大学講座のお話がありましたが、費用が半減

しておりまして、先程杉原課長さんのお話によりますと、今年は市民大学講座は１

講座だというようなお話もありましたが、その点につきましてご説明をお願いした

いと思います。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 杉原社会教育課長。 

○教委社会教育課長（杉原功一君） 布施委員さんのご質問にお答えいたします。ま

ず市民大学講座の件でございますが、これにつきまして、今年度は合併１周年記念

ということで各種イベントが繰り広げられるということもございます。それで全体

的な市のイベント等も兼ね併せまして、この度につきましては市民大学講座は１回

でということで考えて今回この予算を計上したわけでございます。 



－44－ 

○副委員長（山中佳子君） 國舛局長。 

○教委事務局長（國舛八千雄君） それでは布施委員さんのご質問にお答えをいたし

ます。まず小学校の関係７００万円ぐらいの減になっておりますが、これにつきま

しては機械の借り上げ料、パソコンのリース料でございますが、昨年は２，１６１

万６，０００円でございましたが、この度が１，９５６万５，０００円ということ

でそのあたりで下がってきておるものでございます。そして中学校費につきまして

備品の購入費でございます。これが昨年は１，１９７万でございましたが、今回は

９１３万ということでそのあたりで減が出ておるということでございます。 

○副委員長（山中佳子君） 布施委員。 

○委員（布施文子君） よくわかりました。教育振興費につきましては先生方の研修

費というのが少なくなったんじゃないかという思いがしまして質問したんですけれ

ども、研修費が削減ということではないということで安心いたしました。 

○副委員長（山中佳子君） 田中学校教育課長。 

○教委学校教育課長（田中円城君） 布施委員さんのご質問にお答え申し上げます。

先生方の研究費の減額じゃないかというご指摘でございますが、例えば２７５ペー

ジの一番下から２行目に県小学校長会の負担金、それから県公立学校教頭会負担

金、それから次の２７７ページにつきましは県養護教員会負担金そして事務職員会

の負担金がございますが、そのあと四つ、またございますが、この件につきまして

は財政難の折、美祢市としましては県への負担金については全額補助をしておりま

したが、他市との比較に基づきましてやはり全額は補助は難しいであろうという判

断の基に来年度は正直半額にしております。そういった関係も若干ありまして減額

になってるものと思われますが、他市との比較に基づきましてこの県の負担金につ

きましては補助を半額にしておるという状況でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 布施委員。 

○委員（布施文子君） 先生方の研修につきましては指導力向上という面も含めまし

てできるだけしっかりと予算を取って研修をさせていただきたいというふうに思い

ます。それから先程の市民大学講座の件につきましては一年間市民の教養講座であ

りまして楽しみでもあります。関心の深いところでありますのでこの件につきまし

ても人材育成という面、あるいはお年寄りの方々が楽しみにしておられる一つの講

座ですので今後もしっかりと予算を計上していただきまして市民に開いていただき

たいというふうに思います。以上でございます。 
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○副委員長（山中佳子君） その他に質疑はございませんか。岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） それでは学校施設の整備経費についてであります。２８３ペ

ージ、ここにご説明が入っておりますけれども、今、日本全国において６強の地震

がもし起こったならば約１万棟の小・中学校の施設が非常に厳しい状況にあるとい

うことが言われております。そういうことでそういった面から判断して予算措置が

去年は確か１，４５０万、第二次補正予算も５００万、新年度予算も確か１，４５

０万ぐらいついておったと思っております。それでそういった中で今回こういった

学校施設の整備経費がついておりますけれども、美祢市の全小・中学校、また社会

教育の施設も踏まえてそういう築何年、耐震化強度いくらとかその辺の一覧、どの

ような状況なのかという、もし一覧表があればそういった資料というのは是非提供

させていただきたいなと、そのように思っております。そういったことを詳しく書

いた資料があるかどうかということと、もしあれば提出していただけるかどうかそ

の点をまず第１点お伺いしたいと思っております。そういうことで、国の助成金と

いうことで改良、すべて新しい校舎を建てるんであれば２０％国の補助、また改築

等であれば国が８３、そういうことでかなり国が８０％等々助成がありますので非

常に期間限定でありますけれどもそういう措置がされております。そういった中で

今こういった設計委託料とか見れば改築以前のまだ調査段階で、その予算もようや

く付くか付かんかぐらい、というそういう状況であるとは思っておりますけれど

も、今後この辺の耐震化が厳しい状況にあった場合には、今後そういった施設の改

築工事に対しては強烈に教育機関としてしっかりと充てていくかどうかその辺も合

わせてこの２点お伺いしたいとおもいます。 

○副委員長（山中佳子君） 國舛局長。 

○教委事務局長（國舛八千雄君） それでは岡山委員さんのご質問にお答えいたしま

す。まず１点目の耐震の関係の結果の一覧表ということでございます。これにつき

ましては学校施設につきましては今耐震の推進計画を作成をいたしております。こ

れでこの２月には教育委員会にもかけまして一応ご了解もいただいておりますので

今月中にはその推進計画をインターネットで公表しようというように思っておりま

す。そういうことでそれをご覧いただいたら一覧表は出てくるかというように思っ

ております。それは学校教育施設に限りでございます。そして、今現在言われまし

たように第二次診断をやっております。そして大嶺中、秋芳北中につきましては耐

力度調査も進めてきておるとこでございます。これも補正でございましたがやって
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おります。そういうことで現在これに伴いまして、今後の設計業務の委託というこ

とで今回、新年度予算を出させていただきました。それでできるだけ早いうちにそ

の工事も進めて行きたいというようには思っておりますし、平成２２年度までが今

の耐震計画の推進になっております。そういうことで国も県で非常に強力にその計

画を進めております。そういうことで国・県も補助はおそらく十分つけてくるだろ

うと思いますし、できる限りの対応をしていきたいと思っております。 

○副委員長（山中佳子君） 岡山委員。 

○委員（岡山 隆君） わかりました。しっかり美祢市のホームページの中に入って

るということですね。そういうことでインターネット、私ら、そういう形で見てい

けるんですけど、中には見られない方もおられますのでどうか一応議員さんの方に

はそういう一覧表というのはきちっと紙ベースで申し訳ないですけれども提出して

いただきたいなと、ひとつそのように思っておりますので、今後もしっかりと耐震

化に対してもそれを目に見ることによってきちっと耐震化の推進をおこなっていか

なくてはならないそういう認識に繋がってくると思いますのでどうかその点もひと

つよろしくお願いします。あとはしっかりと今後そういった小・中学校の施設に関

しましては統廃合の件もいろいろありましてそう簡単に進めていくことが難しいと

思いますけれども、いずれにしても築５０年とか今回説明ありました美東のＡ・Ｂ

棟これは築５０年経ってますので、これは取りも直さず早急にこういった耐震、ま

た改良工事等しっかり進めていかなくてはならないと、ましてや秋芳は中学校が二

つが一つになるとそういうふうに推進してるところには是非手厚く、そういう合併

した地域にはそういった耐震化をすぐ対応していくというご配慮を今後ともしっか

りとお願いしてもらいたいということをお願いして私の質疑を終わります。 

○副委員長（山中佳子君） その他に質疑はございませんでしょうか。有道委員。 

○委員（有道典広君） 予算には直接関係ないような質問いたしますが、今年度いろ

んな施設がありますが、指定管理者制度に移行とかそういうふうなことは何も書い

てありません。厳しき財政の折、今後もいろいろあると思いますけど、今後やるの

かどうか、またやるんであればどのようにっていう、この１年に限らなくても結構

ですからその辺の具体的なご説明がいただければと思います。よろしくお願いしま

す。 

○副委員長（山中佳子君） 福田教育長。 

○教育長（福田徳郎君） 教育委員会に関わる施設、特に社会教育に関わる施設が、
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文化・体育に関わる施設が多いわけでございますが、こういったものの指定管理者

につきましては現時点ではいつからするという計画は立てておりませんが、これも

近い将来必ずそういったことについては検討しなければいけないものだと思ってお

ります。旧美祢市の段階ではすでにそういったことを検討するということになっ

て、検討が続いているという段階でございます。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 有道委員。 

○委員（有道典広君） 教育委員会の施設で学術者とかいろんなそういうふうな関係

が必要な施設もありますけど、保健体育施設とかいろんなものがありますね。これ

らに対しても何ら考えておられないんですか。今のところ考えておられないとは言

われましたけど。 

○副委員長（山中佳子君） 福田教育長。 

○教育長（福田徳郎君） 考えていないのではなくて具体的な計画、来年度からおこ

なうとか再来年度からおこなうとかいう具体的な計画はまだ示してないということ

でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 有道委員。 

○委員（有道典広君） わかりました。やろうとする気持ちは幾分あるということで

すね。はい、わかりました。 

○副委員長（山中佳子君） その他、質疑はございませんか。質疑なしと認め質疑を

終わります。ここで午前中の質疑の答弁の宿題部分、答弁まだの部分がありますの

で執行部よりお願いします。金子商工労働課長。 

○建設経済部商工労働課長（金子 彰君） 午前中ご審議をいただきました商工費の

中で安冨委員のほうからご質問がございました。その件に関しましてお答えをいた

したいと思います。十文字工業団地の件でございました。なお最初に、私、その時

に、現在８社創業しているというふうに申し上げましたが、実際には９社創業いた

しております。お詫びして訂正をさせていただければと思います。この従業員が何

人かというご質問でございましたが、現在、この９社で１０６名の方を雇用してお

られます。そのうち約半分にあたります４８名が市内の方でございます。それと税

収についてのご質問でございましたが、この９社のうち１社につきましては、今年

度創業された関係でまだ固定資産税のほうが確定をいたしておりません。残り８社

につきまして総額で約１，０００万円でございます。この８社のうち３社におきま

しては現在、企業立地奨励条例に基づきます３年間の減免期間でございまして、こ
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れを除きました平成２０年度の実際の税収につきましては約３７０万円ということ

になります。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 伊藤建設部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 同じく午前中に安冨委員からいただいたものでござ

いますが、県事業負担金３，０００万円の出す所以はということで地方財政法のほ

うにございまして、ちょっと読み上げさせていただきます。都道府県のおこなう建

設事業に対する市町村の負担としまして第２７条に都道府県のおこなう土木その他

の建設事業でその区域内の市町村を利せるものについては都道府県は当該建設事業

による受益の限度において当該市町村に対し当該建設事業に要する経費の一部を負

担させることができる。と１項にあります。合わせて２項に前項の経費について市

町村が負担すべき金額は当該市町村の意見を聞き、当該都道府県の議会の議決を経

てこれを定めなければならない。とございます。よって県事業負担金で県の事業に

ついては県議会のほうで議決された内容ということでその決められた負担に対して

払っておるということになります。県がやる場合の事業に対して負担をなくすると

いうことの要望については今後、当然私のほうの考えだけではいかないわけですけ

ど、全県的なことがございます。その辺の要望については当然考えなければならな

いというふうには思っております。安冨委員質問については以上です。それからも

う一つ、佐々木委員のほうでご質問がございました分で、道路台帳作成委託料で２

０年度の新設改良がどこにあってそれが道路台帳に何箇所反映しとるかということ

でございました。地図を持ってということでちょっと大きく言ってしまいました

が、内容については２１年度については２０年度事業と言いましたけど、２０年度

以前の事業を２１年度の道路台帳で示すということで２１年度については旧美祢市

分の４件、延長にして２．５キロになりますがそれの台帳整備と、それと３地区の

道路台帳の若干の整備を整えるために合わせて予算化しております。この経費につ

きましては２０年度は２８０万、２１年度は２５０万とちょっと下がり傾向にござ

いますが、その辺予算の許す範囲でやりたいということで思っております。以上で

ございます。 

○副委員長（山中佳子君） ありがとうございました。それでは次に災害復旧費及び

公債費を議題といたします。執行部より説明を求めます。 

  中村農林課長。 

○建設経済部農林課長（中村弥寿男君） それでは予算書の３１８、３１９ページを
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お願いいたします。中段から下になりますが１１款災害復旧費、１項農林施設災害

復旧費でございます。目の１といたしまして単独災害復旧費をあげております。こ

れは現年発生災害復旧費としまして少額災害復旧工事補助金３６万円をあげており

ます。この単独災害復旧費につきましてこれまで発生した災害の積み残し分はござ

いません。よって今年度の予算につきましては２１年度に発生を想定をし、発生し

た場合に速やかに復旧にかかれるようにということで仮に予算計上しておるもので

ございます。そしてこの単独災害復旧費につきまして平成２０年度におきましては

一市二町合併をいたしましたが、一市二町それぞれこの単独災害復旧費での対応が

違っておりました。２０年度に調整をするということになっておりまして昨年の１

２月議会におきまして条例改正をおこなったところでございますが、近隣の市の対

応状況等調査をいたしまして補助金方式で対応するということにしているところで

あります。この補助金方式といいますのは、受益者の皆様方で復旧工事を施工して

いただきましてその復旧費に対して一定割合を助成するという制度にするというも

のでございます。補助割合でございますが農地につきまして復旧費の５０％、水路

や農道といいました施設関係につきまして７０％の補助率を予定をしておるところ

でございます。２１年度予算につきましては仮の予算ということで農地１件、施設

１件につきまして予算計上しておるところでございます。次に目の２、補助災害復

旧費でございます。これは公共災害に該当する復旧費を予算計上いたしておりま

す。この補助災害につきましても単独災害と同様積み残しの案件はございません。

仮に今年度発生した場合、速やかな事務処理に対応するため仮に予算計上させても

らっておるものでございます。農林施設災害復旧費につきましては以上でございま

す。 

○副委員長（山中佳子君） 伊藤建設部長。 

○建設経済部長（伊藤康文君） 次のページになります。３２０、３２１ページをお

願いします。中段になりますが２項土木施設災害復旧費でございます。目１としま

して単独災害復旧費、４５０万。これにつきましては２１年度の単独災害に備えた

ものとしまして応急対応としまして作業賃金３０万、復旧工事として４２０万計上

しております。１０件程度の応急的なものには対応したいということで計上してお

ります。目２につきまして補助災害復旧費１，１１０万７，０００円これにつきま

してはまた同じく２１年度の公共災害に備えたものでございます。公共災害と単独

災害の違いの概要を言いますと、金額的には６０万以上になると公共災害、当然そ
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の災害に認定となる雨量、水かさ等の条件がございますが、それと市道については

２ｍ以上、川については川の河床から１ｍ以上の水位があったことが発覚のうえで

雨量等による災害ということが認定された場合に限ります。それと災害が発生した

場合の測量設計委託料として５０万円及び災害復旧工事として１，０００万、それ

にかかる事務費等計上しまして特定財源のほうになりますが、事業費の６６．７％

の７０７万４，０００円を計上しております。災害復旧費については以上でござい

ます。 

○副委員長（山中佳子君） 羽根財政課長。 

○総務部財政課長（羽根秀実君） 同じページの３２０、３２１ページの１２款公債

費、１項公債費、１目元金ということでこれは平成２０年度までに借り入れを起こ

しました元金の償還金でございます。金額的に２３億１，９６６万円。これの財源

といたしましては３２０ページのほうを見ていただけたらと思いますが、県の支出

金ということでこれは県の補助金の中で１０７ページですが、県の支出金の中で２

の林業費補助金というのがありますが、この中の中程に国定公園管理費補助金とい

うことで秋吉台の管理運営費に２００万とその残りの５８４万７，０００円を公債

費として充当をいたしております。それから市債ということで１億３，９００万と

いうことでこれにつきましては１２５ページでございます。１２５ページの７の借

換債これの節の１といたしまして学校教育施設等整備事業債借換債。これは金利の

高いものにつきましては借り換えができるということでこれにつきましては平成１

９年度から２１年度の３カ年に限りまして低利の起債に借り換えるということで借

換債といたしまして１億２，３００万。それと地域総合整備貸付事業借換債という

ことで、これは平成１１年度に地域総合整備事業ということで平成１１年に借り入

れをしたものでございまして、１５年の償還がございます。１０年を経った時点で

これは利率の見直しをおこなうということの借り換えということで１，６００万

円。合わせまして先程申し上げました１億３，９００万円を財源といたしておりま

す。それからその他の１億１，７５６万８，０００円でございますが使用料及び手

数料は住宅使用料を財源に充てております。それから諸収入ということで１，２８

５万円でございますが、これは１１７ページでございますが、１１７ページの２０

款諸収入、貸付金元利収入の地域総合整備貸付金収入１，２８５万円を公債費とし

て充当しております。それから目２の利子でございますが、これは先程申し上げま

したように２０年度までに借り入れをいたしました利息として支払うものでござい
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まして３億２，７８９万７，０００円。対前年比にいたしますと４，１６５万６，

０００円の減額となっております。公債費全体では対前年比２億７３７万９，００

０円の減となっております。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） 説明が終わりました。質疑を行います。質疑はございま

せんか。山本委員。 

○委員（山本昌二君） 先だって財政課へ参りまして地方交付税の平成２０年度の算

定の書類ちょっと見させていただいたんですが、これは内容じゃありません。おお

ざっぱなことですが。これには基準財政需要額の中に多少道路整備に関係した部分

で過疎計画、旧過疎計画の中でいずれも公債費の部分入っておろうと思うんです

よ。これについてはまだ立法が続いておるんですが、その辺この公債費の中の何％

ぐらいが地方交付税の基準財政需要額で算定されているか、もし掌握しておられれ

ばご回答いただきたいと思います。以上です。 

○副委員長（山中佳子君） 羽根財政課長。 

○総務部財政課長（羽根秀実君） ２０年度末の数字でございますが４５．３％程度

が公債費として需要額の中に含まれております。以上でございます。 

○副委員長（山中佳子君） その他に、質疑ございませんでしょうか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） 質疑なしと認め質疑をおわります。 

  以上で議案第１１号平成２１年度美祢市一般会計予算の説明・質疑までを終了い

たしました。なお、討論・採決につきましては総括審議が終了後におこないます。

よろしくお願いいたします。それではその他委員の皆さまから何かございましたら

ご発言をお願いいたします。議長よろしいでしょうか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（山中佳子君） ないようでしたらこれにて本日の審査を終了いたしま

す。なお、明日は全特別会計予算、企業会計予算につきまして審査をいたします。

それでは明日３月１１日午前９時３０分より当委員会を開催いたしますのでよろし

くお願いいたします。本日はこれにて散会いたします。ご審査・ご協力誠にありが

とうございました。お疲れでございました。 

午後１時２７分閉会 
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